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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャを紹介し、 リ

ソース  アダプタを WebLogic Server にコンフ ィグレーシ ョ ンおよびデプロイする

方法について説明します。 このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic J2EE コネク タの概要」 では、 WebLogic J2EE コネク タ  
アーキテクチャについて概説します。

� 第 2 章 「セキュ リテ ィ」 では、 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャの

セキュ リ テ ィに関する考慮事項について説明します。

� 第 3 章 「 ト ランザクシ ョ ン管理」 では、 WebLogic J2EE コネクタ  アーキテク

チャでサポート しているさまざまなタイプの ト ランザクシ ョ ン  レベルについ

て紹介し、 それらを リ ソース  アダプタの .rar アーカイブで指定する方法を

説明します。

� 第 4 章 「接続管理」 では、 さまざまな接続の管理タスクについて説明しま

す。

� 第 5 章 「コンフ ィ グレーシ ョ ン」 では、 リ ソース  アダプタを  WebLogic 
Server にデプロイするために実行するコンフ ィグレーシ ョ ン  タスクについて

概説します。

� 第 6 章 「J2EE コネク タ  アーキテクチャに準拠した リ ソース  アダプタの作

成」 では、 リ ソース  アダプタ  (.rar) を記述するための要件について説明し

ます。

� 第 7 章 「リ ソース  アダプタのパッケージ化とデプロイ メン ト 」 では、 リ ソー

ス  アダプタについて概説し、 それらを  WebLogic Server にコンフ ィグレー

シ ョ ンおよびデプロイする方法を説明します。

� 第 8 章 「ク ラ イアン ト に関する考慮事項」 では、 WebLogic J2EE コネク タ  
アーキテクチャのク ライアン トに関する考慮事項について説明します。

� 付録 A 「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 では、

weblogic-ra.xml の DTD および デプロイ メ ン ト記述子の要素を明記して

います。
WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ vii



� 付録 B 「 ト ラブルシューティ ング」 では、 よ くある例外のソ リ ューシ ョ ンに

ついて説明します。

対象読者

このマニュアルは、 Sun Microsystems の Java 2 Platform、 Enterprise Edition 
(J2EE) を使用して e- コマース  アプリ ケーシ ョ ンを構築するアプ リ ケーシ ョ ン開

発者向けのマニュアルです。 このマニュアルは、 Web テク ノ ロジ、 オブジェク

ト指向プログラ ミ ング手法、 および Java プログラ ミ ング言語に読者が精通して

いるこ とを前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー

ム ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書籍の形式で印
刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン トのホーム  ペー
ジを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト  (http://www.adobe.co.jp) で無料で
入手できます。
viii WebLogic J2EE コネクタ  アーキテクチャ
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関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
特に、 以下のドキュ メ ン ト を参照して ください。

� BEA WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャの Javadoc (製品の配布 CD を
参照 )

� WebLogic 固有のリ ソース  アダプタの文書型定義 (付録 A 「weblogic-ra.xml 
デプロイ メン ト記述子の要素」 を参照 )

� BEA WebLogic Application Integration 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/devadapt/index.htm を参照 ) このマ
ニュアルでは、 リ ソース  アダプタをビルドする方法について説明していま
す。

Sun Microsystems の以下のドキュ メン ト も参照して ください。

� J2EE コネク タ  アーキテクチャ —http://java.sun.com/j2ee/connector/index.html

� J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終リ リース —
http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec

� J2EE プラ ッ ト フォーム仕様、 バージ ョ ン  1.3、 最終リ リース —
http://java.sun.com/j2ee

サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ
びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport (www.bea.com) 
WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ ix
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を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。 カスタマ サポート
への連絡方法については、 製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  
カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。
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等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

表記法 適用
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... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。 

表記法 適用
xii WebLogic J2EE コネクタ  アーキテクチャ



1 WebLogic J2EE コネクタの概要

以下の節では、 BEA WebLogic J2EE コネク タの概要について説明します。

� 1-1 ページの 「J2EE コネクタ  アーキテクチャの用語」

� 1-5 ページの 「BEA WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ実装の概要」

� 1-6 ページの 「J2EE コネクタ  アーキテクチャのコンポーネン ト 」

� 1-11 ページの 「この リ リースの拡張機能」

� 1-13 ページの 「Black Box サンプル」

J2EE コネクタ  アーキテクチャの用語

WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャのマニュアルで扱う主な用語と概念は

以下のとおりです。

� アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト－アプリ ケーシ ョ ン  サーバ上でデプロイ、
管理、 実行される  EJB、 JSP、 サーブレッ ト などサーバ サイ ド  コンポーネン
ト。 また、 Web ク ラ イアン ト層上で実行され、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバを
介して Web ク ラ イアン トから利用できるコンポーネン ト を指すこ と もあ り
ます。 後者のアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン トには、 Java アプレッ トや 
DHTML ページなどがあ り ます。

� 呼び出し側プリ ンシパル－メ ソ ッ ドの呼び出し時にアプリ ケーシ ョ ン  コン
ポーネン ト のインスタンス と関連付けられるプ リ ンシパル。 たとえば、 EJB 
インスタンスは getCallerPrincipal を呼び出すこ とによ り、 現在のセ
キュ リテ ィ  コンテキス ト と関連付けられるプ リ ンシパルを取得します。

� Common Client Interface (CCI)  －アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト用の標準
ク ライアン ト  API を定義し、 エンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ン統合 (EAI 
: Enterprise Application Integration) フレームワークが共通のク ラ イアン ト  
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API を使用して異種 EIS 間での対話を実現します。 J2EE コネク タ  アーキテ
クチャは EIS アクセス用の CCI を定義します。

� 接続－リ ソース  マネージャへの接続性を実現し、 それによってアプリ ケー
シ ョ ン ク ラ イアン ト はリ ソース  マネージャへの接続、 ト ランザクシ ョ ンの

実行、 その リ ソース  マネージャによ り提供されるサービスへのアクセスがで
きます。 接続はト ランザクシ ョ ン対応の場合と ト ランザクシ ョ ン非対応の場

合があ り ます。 データベース接続および SAP R/3 接続などがこれに該当しま
す。

� コンテナ－ WebLogic Server などのアプ リ ケーシ ョ ン サーバの一部で、 アプ
リ ケーシ ョ ン コンポーネン トのデプロイ メン ト と実行時サポート を提供しま

す。 コンテナを使用する と、 サポート されているコンポーネン ト をモニタお

よび管理するサービスだけでな く、 それらのコンポーネン ト もモニタおよび

管理できます。 コンテナは以下のいずれかです。

� リ ソース アダプタのホス ト となるコネクタ  コンテナ

� JSP、 サーブレ ッ ト 、 および静的 HTML ページのホス ト となる  Web コン
テナ

� EJB コンポーネン トのホス ト となる  EJB コンテナ

� スタンドアロン アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イアン トのホス ト となるアプ リ
ケーシ ョ ン  ク ラ イアン ト  コンテナ

各標準コンテナの詳細については、 エンタープラ イズ JavaBean (EJB)、
JavaServer Page (JSP)、 およびサーブレ ッ ト の仕様を参照して ください。

� 資格－追加サービスに対してプリ ンシパルを認証するこ とができるセキュ リ

テ ィ情報を格納または参照します。 プ リ ンシパルは、 認証時に資格を取得す

る場合と、 資格の使用を許可する別のプ リ ンシパルから取得する場合とがあ

り ます。 後者はプ リ ンシパル委譲と言います。

� エンタープライズ情報システム (EIS) －企業に情報インフラス ト ラ クチャを
提供します。 EIS は一連のサービスをク ライアン トに提供します。 これらの
サービスは、 ローカルまたはリモー トのインタフェース と してク ライアン ト

にエク スポーズされます。 EIS には以下の例があ り ます。

� ERP システム

� メ インフレーム ト ランザクシ ョ ン処理システム

� レガシー データベース  システム
1-2 WebLogic J2EE コネクタ  アーキテクチャ



J2EE コネクタ  アーキテクチャの用語
� エンタープラ イズ情報システム  (EIS) リ ソース－ EIS 固有の機能をク ラ イア
ン ト に提供します。 EIS には以下の例があ り ます。

� データベース  システム内のレコードまたはレコード  セッ ト

� エンタープラ イズ リ ソース  プランニング  (ERP) システム内のビジネス  
オブジェ ク ト

� ト ランザクシ ョ ン処理システム内のト ランザクシ ョ ン  プログラム

� 開始プリ ンシパル－アプリ ケーシ ョ ン と直接対話するエンドユーザを表すセ

キュ リテ ィ  プリ ンシパル。 エンドユーザは Web ク ラ イアン ト またはアプ リ

ケーシ ョ ン ク ラ イアン ト を使って認証するこ とができます。

� J2EE コネク タ－ 「リ ソース  アダプタ」 を参照して ください。

� J2EE コネク タ  アーキテクチャ－ J2EE 準拠のアプリ ケーシ ョ ン  サーバをエ
ンタープライズ情報システム (EIS) と統合するためのアーキテクチャです。
このアーキテクチャは、 EIS ベンダのリ ソース アダプタ と、 リ ソース  アダプ
タがプラグ イン と して機能する  WebLogic Server などのアプリ ケーシ ョ ン 
サーバとい う  2 つの部分で構成されます。 このアーキテクチャは、 リ ソース  
アダプタがアプ リ ケーシ ョ ン サーバのプラグインと して機能するためにサ
ポートする必要がある、 ト ランザクシ ョ ン、 セキュ リ テ ィおよび接続管理な

どの規約を定義します。 J2EE コネク タ  アーキテクチャは EIS アクセス用の 
Common Client Interface (CCI) も定義します。 CCI は、 異種 EIS と対話する
ためのク ライアン ト  API を定義します。

� 管理対象の環境－ EIS にアクセスする  J2EE ベースの Web 対応多層アプリ
ケーシ ョ ンの操作環境を定義します。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 コンテナ上にデ

プロイ される  1 つまたは複数のアプリ ケーシ ョ ン コンポーネン ト  (EJB、
JSP、 サーブレッ ト ) で構成されます。 コンテナは以下のいずれかです。

� JSP、 サーブレッ ト、 および静的 HTML ページのホス ト となる  Web コン
テナ

� EJB コンポーネン トのホス ト となる  EJB コンテナ

� スタンドアロン アプリ ケーシ ョ ン ク ラ イアン ト のホス ト となるアプ リ
ケーシ ョ ン ク ラ イアン ト  コンテナ

� 非管理対象の環境－ 2 層アプリ ケーシ ョ ンの操作環境を定義します。 アプ リ
ケーシ ョ ン ク ラ イアン トは、 リ ソース  アダプタを直接使用して、 2 層アプリ
ケーシ ョ ンの第 2 層を定義する  EIS にアクセスします。
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� プ リ ンシパル－企業にデプロイ された認証メカニズムによ り認証するこ とが

できるエンティテ ィ。 プ リ ンシパルはプ リ ンシパル名を使って識別され、 認

証データを使って認証されます。 プ リ ンシパル名と認証データの内容と

フォーマッ トは認証メ カニズムに依存します。

� RAR －リ ソース  アダプタ  アーカイブ。 リ ソース  アダプタを実行するのに必
要なク ラスやその他のファ イルをロードするのに使われる圧縮 (.zip) ファ
イルです。

� ra.xml － Sun Microsystems の標準 DTD を使用して リ ソース  アダプタ関連
の属性タイプとデプロイ メ ン ト  プロパティ を記述します。

� リ ソース アダプタ－システムレベルのソフ ト ウェア ド ラ イバ。 WebLogic 
Server などのアプ リ ケーシ ョ ン サーバが EIS に接続するために使用します。
リ ソース アダプタは、 エンタープライズ 「J2EE コネク タ」 と して機能しま
す。 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャは、 情報システム 
(EIS:Enterprise Information Systems) ベンダおよびサードパーティ  アプリ
ケーシ ョ ン開発者が開発し、 Sun Microsystems の J2EE プラ ッ ト フォーム仕
様バージ ョ ン 1.3 に準拠しているアプリ ケーシ ョ ン  サーバにデプロイ可能な
リ ソース アダプタをサポート しています。 リ ソース  アダプタには、 Java コ
ンポーネン ト に加えて、 必要に応じて、 EIS との対話に使用するネイティブ 
コンポーネン トが入っています。

� リ ソース マネージャ－共有 EIS リ ソースを管理する  EIS の一部。 リ ソース 
マネージャの例には、 データベース  システム、 メ インフレーム  TP システ
ム、 ERP システムなどがあ り ます。 ク ラ イアン トは、 リ ソース  マネージャ
が管理する リ ソースを使用するためにリ ソース  マネージャへのアクセスを要
求します。 ト ランザクシ ョ ン対応リ ソース  マネージャは、 ト ランザクシ ョ ン  
マネージャが外部的に制御して調整する ト ランザクシ ョ ンに参加できます。

J2EE コネクタ  アーキテクチャのコンテキス トでは、 リ ソース  マネージャの
ク ライアン ト と して中間層サーバと ク ライアン ト層アプ リ ケーシ ョ ンを含め

る こ とができます。 リ ソース  マネージャは通常、 ク ライアン トのアクセス元
とは異なるアドレス空間または異なるマシン上にあ り ます。

� リ ソース プリ ンシパル－ EIS インスタンスへの接続確立にそのセキュ リ テ ィ  
コンテキス ト が使用されるセキュ リ テ ィ  プ リ ンシパル。

� セキュ リ テ ィ属性－プリ ンシパルにはセキュ リ テ ィ属性が関連付けられま

す。 セキュ リ テ ィ属性は認証と認可のメカニズムに関連します。 プ リ ンシパ

ルのセキュ リ テ ィ  パーミ ッシ ョ ンと資格がその例です。
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BEA WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ実装の概要
� サービス  プロバイダ インタフェース  (SPI) － EIS との接続を提供および管
理した り、 ト ランザクシ ョ ンの境界を設定した り、 フレームワークでイベン

トの リ スニングと リ クエス トの転送を行えるよ うにした りするオブジェ ク ト

を含みます。 J2EE コネクタ  アーキテクチャ準拠のすべてのリ ソース アダプ
タは、 これらのインタフェースの実装を  javax.resource.spi パッケージ
で提供する必要があ り ます。

� システム規約－エンティテ ィ間で接続要求を渡すメカニズム。 WebLogic 
Server と  EIS など、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバ間での標準のシステムレベル 
プラグイン可能性を実現するために、 コネク タ  アーキテクチャではアプ リ

ケーシ ョ ン サーバと  EIS 間の標準のシステムレベル規約を定義しています。
これらシステムレベル規約の EIS 側は、 リ ソース  アダプタで実装されます。

� weblogic-ra.xml － WebLogic Server 固有のデプロイ メ ン ト情報を  
ra.xml ファ イルに追加します。

BEA WebLogic J2EE コネクタ  アーキテク
チャ実装の概要

BEA WebLogic Server は、 引き続き  Sun Microsystems J2EE プラ ッ ト フォーム仕
様、 バージ ョ ン  1.3 に基づいています。 J2EE コネク タ  アーキテクチャは、 エン
タープラ イズ情報システム (EIS) を簡単に J2EE プラ ッ ト フォームに統合します。
この目的は、 コンポーネン ト  モデル、 ト ランザクシ ョ ン、 およびセキュ リテ ィ  
インフラス ト ラ クチャを含む J2EE プラ ッ ト フォームの長所を活かして、 EIS の
統合とい う困難な課題を解決するこ とです。

J2EE コネク タ  アーキテクチャは、数多くのアプリ ケーシ ョ ン  サーバと  EIS との
間を接続する とい う問題を  Java によ り解決します。 コネク タ  アーキテクチャを
使用するこ とで、 EIS ベンダはアプリ ケーシ ョ ン  サーバご とに自社製品をカスタ
マイズする必要がな く な り ます。 J2EE コネク タ  アーキテクチャに準拠するこ と
で、BEA WebLogic Server ではカスタム コードを追加しな くても、新しい EIS へ
の接続機能を追加できるよ うにな り ます。
WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ 1-5



1 WebLogic J2EE コネクタの概要
コネク タ  アーキテクチャを使用する と、EIS ベンダは自社 EIS 用の標準リ ソース  
アダプタを提供できます。 この リ ソース  アダプタは WebLogic Server のプラグイ
ンとな り、 EIS と  WebLogic Server 間の統合を実現する基本インフラス ト ラ ク
チャを提供します。

コネク タ  アーキテクチャをサポートするこ とで、BEA WebLogic Server が複数の 
EIS に接続可能とな り ます。 同様に、 EIS ベンダは、 BEA WebLogic Server のプ
ラグイン機能を持ち、 コネク タ  アーキテクチャに準拠した標準のリ ソース  アダ
プタを提供するだけで済みます。

注意 : BEA WebLogic Server 7.0 は J2EE 1.3 に完全に準拠しています。 また、
J2EE は下位互換性があるため、 J2EE 1.2 を  WebLogic Server 7.0 で実行
するこ と もできます。

J2EE コネクタ  アーキテクチャのコンポー
ネン ト

J2EE コネクタ  アーキテクチャは、 WebLogic Server や EIS 固有のリ ソース  アダ
プタなどのアプリ ケーシ ョ ン  サーバで実装されます。 リ ソース  アダプタ とは 
EIS に固有のシステム ライブラ リのこ とで、 EIS への接続を提供する ものです。
リ ソース アダプタは JDBC ド ラ イバと同様の機能を持っています。 リ ソース  ア
ダプタ と  EIS 間のインタフェースは基底となる  EIS に固有なので、 ネイテ ィブ 
インタフェースの場合もあ り ます。

J2EE コネクタ  アーキテクチャは主に次の 3 つのコンポーネン ト から構成されま
す。

� システムレベル規約 －リ ソース  アダプタ とアプ リ ケーシ ョ ン  サーバ 
(WebLogic Server) との間の規約です。

� Common Client Interface (CCI) －リ ソース  アダプタにアクセスするための 
Java アプリ ケーシ ョ ンおよびデプロイ メ ン ト  ツールに対してク ライアン ト  
API を提供します。
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J2EE コネク タ  アーキテクチャのコンポーネン ト
� パッケージ化とデプロイ メ ン ト  インタフェース－さまざまな リ ソース  アダ
プタが J2EE アプリ ケーシ ョ ン内でモジュール形式のプラグインと して機能
できるよ うにします。

次の図は、 J2EE コネク タ  アーキテクチャの概要を示しています。

図 1-1   J2EE コネクタ アーキテクチャ

リ ソース  アダプタは、 「J2EE コネク タ」 と して機能します。 WebLogic J2EE コ
ネク タ  アーキテクチャは、 エンタープライズ情報システム  (EIS) ベンダおよび
サードパーティ  アプリ ケーシ ョ ン開発者が開発し、 Sun Microsystems の J2EE プ
ラ ッ ト フォーム仕様、バージ ョ ン 1.3 に準拠しているアプリ ケーシ ョ ン  サーバに
デプロイ可能な リ ソース  アダプタをサポート しています。 リ ソース  アダプタに
は、 Java、 および必要に応じて  EIS との対話に必要なネイテ ィブ コンポーネン
トが含まれます。
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システムレベル規約

J2EE コネクタ  アーキテクチャ仕様では、 J2EE に準拠したアプリ ケーシ ョ ン 
サーバ (WebLogic Server) と  EIS 固有のリ ソース  アダプタ との間のシステムレベ
ル規約を定義しています。 WebLogic Server はこの仕様に従って、 以下に関して
定義されている標準規約を実装しています。

� 接続管理－アプリ ケーシ ョ ン  サーバに基底の EIS への接続プールを提供する
規約。 アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン トは、 接続管理によって  EIS に接続で
きます。 これによ り、 EIS へのアクセスが必要な多数のク ライアン ト をサ
ポートするスケーラブルなアプリ ケーシ ョ ン環境が実現します。

注意 : 接続管理の詳細については、 第 4 章 「接続管理」 を参照して ください。

� ト ランザクシ ョ ン管理－ト ランザクシ ョ ン マネージャ と  EIS リ ソース マ
ネージャへの ト ランザクシ ョ ン アクセスをサポートする  EIS との間の規約。
この規約によ り、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバはト ランザクシ ョ ン  マネージャ
を使用して、 複数のリ ソース  マネージャ間にまたがる ト ランザクシ ョ ンを管
理するこ とができます。

注意 : ト ランザクシ ョ ン管理の詳細については、 第 3 章 「 ト ランザクシ ョ ン管

理」 を参照して ください。

� セキュ リ テ ィ管理－ EIS へのセキュア アクセス と、 セキュアなアプリ ケー
シ ョ ン環境のサポート を提供する規約。 これによって EIS に対する脅威が小
さ くな り、 EIS が管理する情報リ ソースが保護されます。

注意 : セキュ リ テ ィ管理の詳細については、 第 2 章 「セキュ リ テ ィ」 を参照し

て ください。

Common Client Interface  (CCI)

Common Client Interface (CCI) では、 アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト用の標準
ク ライアン ト  API を定義しています。 CCI によ り、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポー
ネン ト とエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン統合 (EAI) フレームワークが、 共
通のク ライアン ト  API を使用して異種 EIS 間で対話できます。
1-8 WebLogic J2EE コネクタ  アーキテクチャ



J2EE コネク タ  アーキテクチャのコンポーネン ト
CCI は、 エンタープライズ ツール ベンダと  EAI ベンダを対象ユーザと していま
す。 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト自体も  API に書き込めますが、 CCI は低
レベルの API です。 仕様で推奨されている  CCI の利用方法は、 ほとんどのアプ
リ ケーシ ョ ン開発者が使用するアプリ ケーシ ョ ンレベルのプログラ ミ ング  イン
タフェース と してではなく、 ツール ベンダが提供するよ り多彩な機能を実現す
るための基盤と して利用するこ とです。

また、 CCI では、 EIS に対して関数を実行し、 結果を取得するこ とに重点を置い
た リモート関数呼び出し インタフェースを定義しています。 CCI は、 EIS に固有
のデータ型など、特定の EIS に依存していません。 ただし、CCI はリポジ ト リの 
EIS 固有のメ タデータで利用できます。

CCI によ り、 WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ ンは EIS との接続を作成および管
理した り、 対話を処理した り、 入力、 出力、 または戻 り値のデータ  レコードを
管理した りする こ とができます。 CCI の目的は、 JavaBeans アーキテクチャおよ
び Java コレクシ ョ ン フレームワークを活用する こ とです。

J2EE コネク タ  アーキテクチャ  バージ ョ ン 1.0 では、リ ソース  アダプタが CCI を
ク ライアン ト  API と してサポートするこ とを推奨している一方で、 リ ソース  ア
ダプタがシステム規約を実装する必要があるこ と も規定しています。 リ ソース  
アダプタでは、 Java Database Connectivity (JDBC) API に基づいたク ラ イアン ト  
API など、 CCI 以外のク ラ イアン ト  API も使用できます。

注意 : Common Client Interface の関連情報については、 第 8 章 「ク ラ イアン ト

に関する考慮事項」 を参照して ください。

パッケージ化とデプロイメン ト

J2EE コネク タ  アーキテクチャはパッケージ化およびデプロイ メ ン ト  インタ
フェースを提供するので、 さまざまな リ ソース  アダプタが WebLogic Server など
の J2EE 準拠のアプリ ケーシ ョ ン  サーバ内でモジュール形式のプラグインと して
機能するこ とができます。
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図 1-2   パッケージ化とデプロイメント

リ ソース アダプタ  プロバイダは、 Java インタフェースおよびク ラスを リ ソース  
アダプタの実装の一部と して開発します。これらの Java ク ラスは J2EE コネク タ  
アーキテクチャ固有の規約と、 リ ソース  アダプタによって提供される  EIS 固有
の機能を実装します。 リ ソース  アダプタでは、 基底の EIS に固有のネイティブ 
ライブラ リの使用を必須にするこ と もできます。

Java インタフェースと ク ラスは、 デプロイ メ ン ト記述子を使用して ( 必須のネイ
ティブ ライブラ リ、ヘルプ ファ イル、 マニュアル、その他のリ ソース と一緒に ) 
パッケージ化され、 リ ソース  アダプタ  モジュールとな り ます。 デプロイ メ ン ト
記述子では、 リ ソース  アダプタ  プロバイダと リ ソース  アダプタをデプロイする
デプロイヤとの間の規約を定義します。

リ ソース アダプタ  モジュールは、 共有スタンドアロン  モジュールと して、 また
はアプリ ケーシ ョ ンの一部と してパッケージ化して配布できます。 デプロイ メン

ト では、 リ ソース  アダプタ  モジュールを WebLogic Server などのアプ リ ケー

シ ョ ン サーバにインス トールしてから、 対象の操作環境に合わせてコンフ ィグ
レーシ ョ ンします。 リ ソース  アダプタのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 リ ソース  ア
ダプタ  モジュールの一部と してデプロイ メン ト記述子に定義されているプロパ
ティに基づいて行います。
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注意 : パッケージ化とデプロイ メ ン トの詳細については、 第 7 章 「 リ ソース  ア
ダプタのパッケージ化とデプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

このリ リースの拡張機能

以下の J2EE コネク タ  アーキテクチャ拡張機能はこの WebLogic Server の リ リー

スの新機能です。

クラスのロードの追加サポート

WebLogic Server はリ ソース アダプタの Manifest.mf ファ イルの ClassPath エ
ン ト リで指定されるプロパティ またはク ラスのロードをサポートするよ うにな り

ました。 リ ソース  アダプタに含まれ、 リ ソース  アダプタによって使用されるプ
ロパティ と ク ラスをコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法を次に説明します。

リ ソース  アダプタ  (RAR) アーカイブ ファ イルとそれを使用するアプリ ケーシ ョ
ン コンポーネン ト  ( たとえば、 EJB JAR) はエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン 
(EAR) アーカイブに含まれます。 RAR には、 JAR ファ イルで格納される  Java プ
ロパティなどの リ ソースが必要で、 その JAR ファ イルは EAR ファ イル内に含ま
れます (RAR 自体には含まれません )。

RAR Java ク ラスの参照を指定するには、 ClassPath= エン ト リ を  RAR 
Manifest.mf ファ イルに追加します。EJB Java ク ラスを EAR 内に含まれる同じ  
JAR ファ イルに格納するこ と もできます。 このシナリオは Java ク ラスが必要な 
EAR 内のコンポーネン トのための Java ク ラスを含む 「サポート 」 JAR ファ イル
を提供します。

セキュア パスワード資格ストレージ

この リ リースでは、 リ ソース  アダプタ  デプロイヤがセキュア パスワード資格ス
ト レージを介して指定された許可 / 認証メカニズムのプラグインと して機能する
ための標準的なメ ソ ッ ドが提供されます。 この  WebLogic Server のス ト レージ メ
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カニズムは、 リ ソース  アダプタ  アーカイブ内の weblogic-ra.xml デプロイ メ
ン ト記述子に付属のセキュ リ テ ィ  プリ ンシパル マップ メカニズムに代わる もの
です。

その結果、 weblogic-ra.xml <security-principal-map> 要素は非推奨にな
り ました。 WebLogic Server の以前のリ リースに付属のパスワード変換ツールも
非推奨になり ました。

この新しいス ト レージ メカニズムは、 開始プリ ンシパル (WebLogic Server の
ユーザ名とパスワードの組み合わせなど ) を リ ソース  プ リ ンシパル (EIS ユーザ
名とパスワードの組み合わせ ) にマッピングするのに使用されます。

接続リークの柔軟な検出

以前の リ リースでは、 接続リーク検出メカニズムは、 接続が作成される と きにス
ター ト し接続が使用時間を超えたと きに ト リガされるタイマーが基本でした。

WebLogic Server は今後このシナリオを防止する  2 つのメカニズムを提供します。

� ガベージ コレク タの活用

� 接続オブジェ ク ト の使用を ト ラ ッキングするためのアイ ドル タイマーの提供

weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子内の 
<connection-cleanup-frequency> および <connection-duration-time> 
要素は非推奨にな り ました。

ra.xml 仕様のセキュリティ  ポリシー処理

BEA WebLogic Server J2EE コネク タ  アーキテクチャは、 管理対象実行時環境に
おいて リ ソース  アダプタを実行する、 一連のセキュ リ テ ィ  パーミ ッシ ョ ンを提

供します。 WebLogic Server はシステム リ ソースにアクセスするための明示的
パーミ ッシ ョ ンを リ ソース  アダプタに与えます。
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Black Box サンプル

この リ リースでは、 リ ソース  アダプタの簡単なコード例が用意されています。
このコード例は、 JDBC 呼び出しによ く似た  Black Box リ ソース  アダプタを使用
します。 EJB は Black Box のデータをモデル化するために使用され、 Java ク ラ イ
アン トは Black Box リ ソース アダプタにクエ リ を送 り、結果を表示するために使
用されます。 サンプルでは、 WebLogic Server 評価版に付属するオール Java の 
PointBase DBMS を使用します。 詳細については、 ダウンロード製品に付属の 
WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャのサンプル Javadoc を参照して くださ
い。
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2 セキュリティ

以下の節では、 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャのセキュ リ テ ィについ
て説明します。

� 2-2 ページの 「コンテナ管理およびアプ リ ケーシ ョ ン管理によるサインオン」

� 2-3 ページの 「パスワード資格マップメカニズム」

� 2-7 ページの 「非推奨のセキュ リ テ ィ  プリ ンシパル マップ メ カニズム」

� 2-11 ページの 「非推奨のパスワード変換ツール」

� 2-11 ページの 「セキュ リテ ィ  ポリ シー処理」
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コンテナ管理およびアプリケーション管理
によるサインオン

「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン 1.0、 最終 リ リース」 で指定されているよ うに、

WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ実装はコンテナ管理とアプ リ ケーシ ョ
ン管理の両方のサインオンをサポート しています。

実行時、 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ実装は、 呼び出し側ク ラ イア
ン ト  コンポーネン ト の 「デプロイ メ ン ト 」 記述子に基づいて、 指定されたサイ

ンオン メカニズムを判別します。 WebLogic Server J2EE コネク タ  アーキテク
チャ実装が、 リ ソース  アダプタの接続ファ ク ト リの JNDI ルッ クアップを正し く
実行できないなどの理由で、 ク ライアン ト  コンポーネン ト がどのサインオン メ
カニズムを要求しているか判別できない場合、 コネク タ  アーキテクチャはコン
テナ管理によるサインオンを試行します。

注意 : ただし、 この場合でも、 ク ライアン ト  コンポーネン ト が明示的なセキュ
リ テ ィ情報を指定していれば、 その情報も接続を取得するための呼び出

し時に提示されます。

詳細については、 第 8 章 「ク ラ イアン ト に関する考慮事項」 の

「ConnectionFactory ( ク ラ イアン ト と  JNDI 間の対話 ) の取得」 を参照し
て ください。

アプリケーション管理によるサインオン

アプリ ケーシ ョ ン管理によるサインオンの場合、 ク ラ イアン ト  コンポーネン ト
は、 エンタープライズ情報システム (EIS) に接続するための呼び出しを実行する
と きに、 必要なセキュ リ テ ィ情報 ( 通常はユーザ名とパスワード ) を提示しま
す。 この場合、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバは、 接続要求と一緒にこの情報を渡す
以外にセキュ リテ ィ関連の処理を行いません。 提供される リ ソース  アダプタは、
セキュ リ テ ィ情報を提示したク ライアン ト  コンポーネン ト を使用して、 リ ソー

ス  アダプタ実装固有の方法で EIS サインオンを実行します。
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コンテナ管理によるサインオン

コンテナ管理によるサインオンの場合、 ク ライアン ト  コンポーネン トはセキュ
リテ ィ情報を提示しないので、 コンテナが必要なサインオン情報を判別し、 接続

を要求するための呼び出し時にその情報を リ ソース  アダプタに提供しなければ
なり ません。 コンテナ管理によるサインオンでは、 コンテナが適切な リ ソース  
プリ ンシパルを判別し、 その リ ソース プリ ンシパルの情報を リ ソース  アダプタ
に Java Authentication and Authorization Service (JAAS) の Subject 形式で提供する
必要があ り ます。

パスワード資格マップメカニズム

「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」 では、 リ ソース  アダプタ
がサポートできるパスワード資格と汎用資格とい う  2 種類の資格が定義されま
す。 WebLogic Server の以前のリ リースでは、 weblogic-ra.xml のデプロイ メ
ン ト記述子ファ イルの security-principal-map 要素でパスワード資格を指定
しました。 security-principal-map 要素は開始プ リ ンシパルと リ ソース  プリ
ンシパルとの間でマッピングするために用意されました。 BEA では 

security-principal-map 要素に格納されたパスワードを暗号化するためのパ
スワード変換ツールも用意しました。

weblogic-ra.xml でのユーザ名とパスワードのプリ ンシパル マップのス ト レー
ジは、 ス ト レージ メ カニズムと しては特に緻密でもセキュアなものではあ り ま
せん。 そのため、 security-principal-map 要素とパスワード変換ツールは 
WebLogic Server の今回のリ リースで非推奨にな り ました。 プ リ ンシパル マップ
は security-principal-map から  WebLogic Server 内部ス ト レージ メ カニズム 
( ディ レク ト リ  サーバ ) に移されました。

「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」 では、
javax.security.auth.Subject での資格のス ト レージが要求されています。
資格は ManagedConnectionFactory オブジェ ク トの 
createManagedConnection() または matchManagedConnection() メ ソ ッ ド
のいずれかに渡されます。
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この規則に準拠するため、 WebLogic Server J2EE コネクタ  アーキテクチャは 
Subject を構築し、 以下の手順を実行して資格を格納します。

1. weblogic.security.Service.EISResource オブジェク ト を次のよ うにイ
ンスタンス化する。

EISResource(java.lang.String applicationName, java.lang.String moduleName, 
java.lang.String eisName)

2. 接続要求の開始プ リ ンシパルを取得する。

3. その開始プリ ンシパルの資格を次のよ うに取得する。

weblogic.security.Service.PrincipalAuthenticator(String initiatingPrincipal, 
weblogic.security.Service.Resource eisResource)

4. javax.security.auth.Subject をインスタンス化する。

5. 資格を次のよ うに Subject 内のプライベート  セッ トに追加する。

Subject.getPrivateCredentials().add(Credential)

認証メカニズム

WebLogic Server ユーザが、 保護されている  WebLogic Server リ ソースへのアク
セスを要求する場合、 必ず認証を受けなければなり ません。 このため、 各ユーザ

は資格 (ユーザ名 /パスワードの組み合わせまたはデジタル証明書 ) を  WebLogic 
Server に提示する必要があ り ます。 WebLogic Server では、 以下のタイプの認証
メカニズムがサポート されています。

� パスワード認証－ユーザ ID とパスワードをユーザに要求し、 ク リ ア  テキス
ト で WebLogic Server に送り ます。 WebLogic Server は受け取った情報を
チェ ッ ク して、 信頼性を確認できれば、 保護されている リ ソースへのアクセ

スを許可します。

SSL ( または HTTPS) プロ ト コルを使用する と、 パスワード認証にさ らに高
度なレベルのセキュ リ テ ィ を提供できます。 SSL プロ ト コルは、 ク ラ イアン
ト と  WebLogic Server との間で転送されるデータを暗号化するので、 ユーザ 
ID とパスワードはク リ ア テキス トでは転送されません。 したがって、
WebLogic Server は、 ユーザの ID およびパスワードの機密性を損な う こ とな
くユーザを認証できます。
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� 証明書認証－ SSL または HTTPS ク ラ イアン ト の要求が開始される と、
WebLogic Server はそれに対する応答と してデジタル証明書をク ライアン ト
に提示します。 ク ライアン トによってそのデジタル証明書が確認される と、

SSL 接続が確立されます。 続いて  CertAuthenticator ク ラスはク ラ イアン ト の
デジタル証明書からデータを抽出し、 そのデジタル証明書を所有する  
WebLogic Server ユーザを判別して、 WebLogic Server セキュ リ テ ィ  レルム
からその認証されたユーザを取り出します。

相互認証を用いるこ と もできます。 この場合、 WebLogic Server は自身を認
証するだけでな く、 要求側のク ライアン ト に対しても認証を要求します。 ク

ラ イアン トは、 信頼された認証局が発行したデジタル証明書を提出するよ う

要求されます。 相互認証は、 アクセスを許可する対象を信頼されたク ライア

ン ト に制限する場合に便利です。 たとえば、 管理者が提供したデジタル証明

書を持つク ラ イアン ト だけにアクセスを制限する と便利な場合があ り ます。

詳細については、 『WebLogic Security の管理』 の以下の節を参照して ください。

� 「SSL プロ ト コルのコンフ ィ グレーシ ョ ン」

� 「相互認証のコンフ ィグレーシ ョ ン」

セキュリティ  プリンシパル マップのアップグレー
ド

定義された security-principal-map 要素を含んだ weblogic-ra.xml デプロ
イ メ ン ト記述子ファ イルを持つリ ソース  アダプタをデプロイする と、 そのファ
イルのデータはあたかも  Admin Console を介してコンフ ィグレーシ ョ ンされたか
のよ うに WebLogic Server Embedded LDAP Server にインポート されます 
(Embedded LDAP Server は資格とマップが永続的に格納される場所 )。

しかし、 元々の リ ソース  アダプタは変更されません。 したがって、 元々のリ
ソース  アダプタを再デプロイする場合は、 データを  weblogic-ra.xml ファ イ
ルからも う一度インポートする必要があ り ます。
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したがって、 非推奨の security-principal-map 要素の入った リ ソース  アダ
プタをデプロイ し、 その上で Admin Console 資格マップ インタフェースを使っ
てエン ト リ を追加または変更する場合、 security-principal-map 要素をそのままに
して リ ソース  アダプタをも う一度デプロイする と、 これらの変更が消失するこ
とが重要です。

この問題を回避するには、 リ ソース  アダプタをデプロイ し、 その上で 
weblogic-ra.xml ファ イルを修正して security-principal-map 要素を削除
する必要があ り ます。 このよ うに、 従来 weblogic-ra.xml ファ イルに格納され
ていた security-principal-map 情報はすべて Embedded LDAP Server に格納
されます。 security-principal-map 要素の含まれないリ ソース  アダプタを再
デプロイする場合、 情報は消去されません。

weblogic-ra.xml ファ イルの要素編集の詳細については、 付録 A
「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 を参照して ください。

ユーザとグループの定義

以下の節ではユーザとグループの定義について説明します。 ユーザとグループを

作成する方法の詳細については、 『WebLogic Security の管理』 を参照して くださ
い。

ユーザ

ユーザとは、 WebLogic Server セキュ リ テ ィ  レルムで認証されるエンティテ ィの
こ とです。 ユーザは、 個人または Java ク ラ イアン ト などのソフ ト ウェア  エン
ティテ ィでもかまいません。 各ユーザには、 WebLogic Server セキュ リテ ィ  レル
ムでユニークな ID が与えられます。 システム管理者は、 同じセキュ リテ ィ  レル
ム内で同一ユーザが重複しないよ うにする必要があ り ます。

セキュ リ テ ィ  レルムのユーザの定義では、WebLogic Server セキュ リ テ ィ  レルム
内のリ ソースにアクセスするユーザご とにユニークな名前とパスワードを、

Administration Console の [ ユーザ ] ウ ィ ン ドウで指定します。

リ ソース アダプタが使用する特別ユーザが 3 つ用意されています。 特別ユーザ
は以下のとおりです。
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非推奨のセキュ リテ ィ  プリ ンシパル マップ  メ カニズム
� wls_ra_initial －このユーザのマップを定義する と、 その リ ソース  アダ
プタの接続プールを起動する と きに作成される初期接続に指定された資格が

使用されます。 プールの InitialCapacity パラ メータが初期接続の数を指
定します。 このユーザのマップを定義しないと、 デフォル ト のマップ  
wls_ra_default (提供されている場合 ) が使用されます。 定義しない場合
は、 初期接続の資格があ り ません。

� wls_ra_anonymous －このユーザのマップを定義する と、 リ ソース  アダプ
タへの接続要求にユーザが認証されていない場合、 指定された資格が使用さ

れます。

� wls_ra_default －このユーザマップを定義しないと、 他のマップが現在の
ユーザに適用されない場合、 または認証ユーザが依存せず匿名マップが指定
されない場合、 指定された資格が使用されます。

グループ

グループは、 通常、 企業の同じ部門に所属しているなどの共通点を持つユーザの

集合を表します。 グループは、 多数のユーザを効率的に管理する手段です。
ACL でグループにパーミ ッシ ョ ンが付与された場合、 そのグループのすべての

メ ンバがそのパーミ ッシ ョ ンを持つこ とにな り ます。 パーミ ッシ ョ ンは、 個々の

ユーザに対してではな く、 グループに対して割 り当てるこ とをお勧めします。

非推奨のセキュリティ  プリンシパル マップ 
メカニズム

この リ リースでは、 リ ソース  アダプタ  デプロイヤがセキュア パスワード資格ス
ト レージを介して指定された許可 / 認証メカニズムのプラグインと して機能する
ための標準的なメ ソ ッ ドが提供されます。 この  WebLogic Server のス ト レージ メ
カニズムは、 リ ソース  アダプタ  アーカイブ内の weblogic-ra.xml デプロイ メ
ン ト記述子に付属のセキュ リテ ィ  プリ ンシパル マップ メ カニズムに代わるもの
です。

その結果、 weblogic-ra.xml <security-principal-map> 要素は非推奨にな
り ました。 しかし、 セキュ リテ ィ  プリ ンシパル マップ メ カニズムを使用する手
順はそのまま残します。
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2 セキュリテ ィ
「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 「EIS Sign-on」 セク
シ ョ ンでは、 サインオンの実行を委任する リ ソース プリ ンシパルを定義するた
めのさ まざまなオプシ ョ ンが示されています。 以前の WebLogic Server 実装で
は、 この仕様のセキュ リ テ ィ  プ リ ンシパル マップ オプシ ョ ンを実装していまし
た。

このオプシ ョ ンの場合、 リ ソース  プリ ンシパルは、 呼び出すコンポーネン ト の
開始側 /呼び出し側プ リ ンシパル ID のマップによって判別されます。 判別され
た リ ソース  プリ ンシパルはマップ元プリ ンシパルの ID またはセキュ リ テ ィ属性
を継承しませんが、 定義されたマッピングに基づいて ID とセキュ リ テ ィ属性 (
パスワード ) を取得します。

したがって、 コンテナ管理によるサインオンを有効にして使用するには、

WebLogic Server が initiating-principal と  resource-principal の関連付
けを指定する メ カニズムを用意する必要があ り ます。 このために WebLogic 
Server では、 デプロイ される リ ソース  アダプタごとに定義可能なセキュ リ テ ィ  
プ リ ンシパル マップを使用します。

コンテナ管理によるサインオンがク ラ イアン ト  コンポーネン トに要求され、 セ
キュ リ テ ィ  プリ ンシパル マップがデプロイ される リ ソース  アダプタに合わせて
コンフ ィグレーシ ョ ンされていない場合、 接続の取得は試行されますが、 提供さ
れる  JAAS Subject は NULL とな り ます。 このシナリオが有効となるかど うかは、

リ ソース アダプタの実装によって決ま り ます。

セキュ リ テ ィ  プリ ンシパル マップをコンフ ィグレーシ ョ ンしていない状況でも、
有効と見なされる場合があ り ます。 リ ソース  アダプタが、 すべての EIS 接続を、
ハード コード化して事前にコンフ ィグレーシ ョ ンされているセキュ リテ ィ情報を

使用して内部的に取得するため、 新しい接続の要求時に渡されるセキュ リ テ ィ情

報に依存しない場合がそれに該当します ( ある意味で、 これはアプリ ケーシ ョ ン
管理サインオンでもコンテナ管理サインオンでもない異なる第 3 のシナリオと考

えられる )。

WebLogic Server と指定のリ ソース  アダプタ との間でセキュ リテ ィ情報をやり取

りする方法が定義済みの接続管理システム規約に定義されている場合、 コンテナ

管理によるサインオンとアプ リ ケーシ ョ ン管理によるサインオンのどちらを使用

するかは、 接続を要求するク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに定義されているデ
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非推奨のセキュ リテ ィ  プリ ンシパル マップ  メ カニズム
プロイ メ ン ト情報に基づいて決められます。 接続管理システム規約の指定方法の

詳細については、 第 8 章 「ク ラ イアン トに関する考慮事項」 を参照して くださ

い。

ク ライアン ト  コンポーネン ト がサインオン  メ カニズムを指定する方法の詳細に
ついては、 「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 「Connection 
Management」 章の 「Application Programming Model」 節を参照して ください。

J2EE コネク タ  アーキテクチャ  アプリ ケーシ ョ ンのセキュ リ テ ィ  モデルの詳細
については、 同 「Application Security Model」 を参照して ください。

コンテナ管理によるサインオンの使い方

コンテナ管理によるサインオンを使用するには、 WebLogic Server がリ ソース  プ
リ ンシパルを識別してから、 リ ソース  プリ ンシパルに代わって接続を要求しな
ければな り ません。 WebLogic Server は、 weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記
述子ファ イルの security-principal-map 要素で指定されているセキュ リ テ ィ  
プリ ンシパル マッピングを探して リ ソース  プリ ンシパルを識別します。

security-principal-map 要素は、 initiating-principal と  
resource-principal の関係を定義します。

各 security-principal-map 要素は、 リ ソース  アダプタおよび EIS サインオ
ン処理に合わせて適切な リ ソース プリ ンシパル値を定義する メ カニズムを提供
します。 security-principal-map 要素では、 管理対象の接続と接続ハンドル
を割 り当てる場合に使用する定義済みの開始プリ ンシパルと対応する リ ソース  
プリ ンシパルのユーザ名およびパスワードを指定します。

デフォルト  リソース プリンシパル

デフォル ト  リ ソース  プリ ンシパルは、 security-principal-map 要素の接続
ファ ク ト リに合わせて定義できます。 initiating-principal 値に 「*」 を指

定し、対応する  resource-principal 値を指定した場合、マップ内で現在の ID 
と一致するものがないと きには必ず定義した  resource-principal が利用され
ます。
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2 セキュリテ ィ
ただし、 この要素は省略できます。 コンテナ管理によるサインオンがリ ソース  
アダプタにサポート されており、 いずれかのク ラ イアン ト に使用される場合は、

何らかの形式で指定する必要があ り ます。

また、 デプロイ時に管理対象の接続を接続プールに取得する試みは、 定義されて

いる 「デフォル ト 」 リ ソース  プ リ ンシパル ( 指定されている場合 ) を使用して行
われます。

J2EE コネクタ  アーキテクチャの security-principal-map のコンフ ィグレー
シ ョ ン とデプロイ済みの RAR  ( リ ソース アダプタ )  との関連付けについては、
第 5 章 「コンフ ィグレーシ ョ ン」 の 「非推奨のセキュ リ テ ィ  プ リ ンシパル マッ
プ メカニズムのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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非推奨のパスワード変換ツール
非推奨のパスワード変換ツール

リ ソース  アダプタ  アーカイブ内に weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子を
持つセキュ リ テ ィ  プリ ンシパル マップ メ カニズムが新しい WebLogic Server ス
ト レージ メカニズムに変更されたため、 パスワード変換ツールは非推奨にな り
ました。

しかし、 パスワード変換ツールを使用する手順はそのまま残します。 詳細につい

ては、 第 5 章 「コンフ ィグレーシ ョ ン」 の 「非推奨のセキュ リ テ ィ  プリ ンシパ
ル マップ メ カニズムのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

セキュリティ  ポリシー処理

「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」 は、 アプ リ ケーシ ョ ン 
サーバ上で動作する リ ソース  アダプタに関するデフォル ト  セキュ リ テ ィ  ポ リ
シーを定義しています。 また、 リ ソース  アダプタがオーバライ ド してセキュ リ
テ ィ  ポ リシーを指定する方法も定義しています。

この仕様に準拠するため、 WebLogic Server はリ ソース アダプタの実行時環境を
動的に変更します。 リ ソース  アダプタで特定のセキュ リ テ ィ  ポ リシーが定義さ
れない場合、 WebLogic Server はリ ソース  アダプタの実行時環境を  J2EE コネク
タ  アーキテクチャ仕様で指定されたデフォル ト  セキュ リ テ ィ  ポ リ シーでオーバ
ラ イ ド します。 リ ソース  アダプタで特定のセキュ リ テ ィ  ポリ シーが定義されて
いる場合は、WebLogic Server が リ ソース  アダプタの実行時環境を リ ソース  アダ
プタのデフォル ト  セキュ リ テ ィ  ポ リ シーと リ ソース  アダプタに定義された特定
のポ リシーの組み合わせでオーバラ イ ド します。 リ ソース  アダプタは ra.xml デ
プロイ メ ン ト記述子ファ イルの security-permission-spec 要素を使用して
固有のセキュ リ テ ィ  ポ リ シーを定義します。

セキュ リ テ ィ  ポ リ シーの処理に関する要件の詳細については、 「J2EE コネクタ
仕様、 バージ ョ ン 1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 「Runtime Environment」
章の 「Security Permissions」 節を参照して ください。
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2-12 WebLogic J2EE コネクタ  アーキテクチャ



3 ト ランザクシ ョン管理

以下の節では、 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャがサポート しているさ

まざまな ト ランザクシ ョ ン レベルと、 リ ソース  アダプタの RAR アーカイブに ト
ランザクシ ョ ン レベルを指定する方法について説明します。

� 3-2 ページの 「サポート されている ト ランザクシ ョ ン レベル」

� 3-3 ページの 「RAR コンフ ィ グレーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ン  レベルの指
定」

� 3-4 ページの 「ト ランザクシ ョ ン管理規約」
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3 ト ランザクシ ョ ン管理
サポート されている ト ランザクシ ョン レベ
ル

ビジネス アプリ ケーシ ョ ンでは、 EIS へのト ランザクシ ョ ン  アクセスが重要な
要件です。 J2EE コネク タ  アーキテクチャは、 ト ランザクシ ョ ンの概念、 つま り

データの一貫性および整合性を維持するために、 データに関して一緒にコ ミ ッ ト

するか、 または一切コ ミ ッ ト してはならない各種の処理をサポート しています。

BEA WebLogic Server J2EE コネク タ  アーキテクチャ実装では、WebLogic Server 
の堅牢な ト ランザクシ ョ ン マネージャ実装を利用し、 ( 「J2EE コネク タ仕様、
バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」 で説明されている ) 以下の ト ランザクシ ョ ン レ
ベルに対応した リ ソース  アダプタをサポート しています。

� XA ト ランザクシ ョ ン  サポート－ ト ランザクシ ョ ンを リ ソース  アダプタの外
部の ( したがって EIS の外部の ) ト ランザクシ ョ ン マネージャを使って管理
するこ とができます。 リ ソース  アダプタには、 ra.xml ファ イルの 
transaction-support 要素を指定するこ とで ト ランザクシ ョ ン サポートの種類 (
リ ソース アダプタがサポートできるのは 1 種類のみ ) を定義します。 アプ リ
ケーシ ョ ン  コンポーネン ト が EIS 接続要求を ト ランザクシ ョ ンの一部と して
境界設定する場合、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバが ト ランザクシ ョ ン  マネー
ジャで XA リ ソースを有効にする必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  コン
ポーネン トがその接続を閉じる と、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバはト ランザク

シ ョ ン マネージャの リ ス ト から  XA リ ソースを削除し、 ト ランザクシ ョ ンが

終了した時点で EIS 接続をク リーンアップします。

� ローカル ト ランザクシ ョ ン サポート－アプリ ケーシ ョ ン サーバはリ ソース 
アダプタのローカルのリ ソースを管理するこ とができます。 XA ト ランザク
シ ョ ン と違い、 2 フェーズ  コ ミ ッ ト  プロ ト コル (2PC) に関わるこ とができま
せん。 リ ソース  アダプタには、 ra.xml ファ イルの transaction-support 要素
を指定するこ とで ト ランザクシ ョ ン サポートの種類 ( リ ソース アダプタがサ
ポートできるのは 1 種類のみ ) を定義します。 アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネ
ン トが EIS 接続を要求する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバは現在の ト ランザク

シ ョ ン コンテキス ト に基づいてローカル ト ランザクシ ョ ンを開始します。
アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン トがその接続を閉じる と、 アプ リ ケーシ ョ ン  
サーバはローカル ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ ト し、 ト ランザクシ ョ ンが終了

した時点で EIS 接続をク リーンアップします。
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RAR コンフ ィ グレーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ン  レベルの指定
注意 : ra.xml の文書型定義の詳細については、 以下の Sun Microsystems の
ドキュ メ ン ト を参照して ください。
http://java.sun.com/dtd/connector_1_0.dtd

� ト ランザクシ ョ ン非サポート－一般に、 リ ソース アダプタが XA またはロー
カル ト ランザクシ ョ ンをサポート していない ( したがって非サポート を 「サ

ポー ト 」 している ) 場合、 つま りアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トがその リ

ソース  アダプタを使用する必要がある場合、 アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネ
ン トはリ ソース  アダプタによって表される  EIS との接続を ト ランザクシ ョ ン
で利用してはな り ません。 ただし、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トが ト ラ

ンザクシ ョ ンで EIS 接続を必要とする場合、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン
トは XA またはローカル ト ランザクシ ョ ンをサポートする リ ソース  アダプ
タ と対話しなければな り ません。

サポー ト されている ト ランザクシ ョ ン  レベルの詳細については、 「J2EE コネク
タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」

(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 「Transaction 
Management」 の章を参照して ください。

RAR コンフ ィグレーションでのト ランザク
シ ョ ン レベルの指定

リ ソース  アダプタは、 サポート対象のト ランザクシ ョ ンの種類を  Sun 
Microsystems から提供される  ra.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルで指定しま
す。 RAR での ト ランザクシ ョ ン レベルの種類を指定する方法については、 第 5 
章 「コンフ ィ グレーシ ョ ン」 の 「 ト ランザクシ ョ ン  レベル タイプのコンフ ィ グ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

注意 : ra.xml の文書型定義の詳細については、 以下の  Sun Microsystems のド
キュ メ ン ト を参照して ください。
http://java.sun.com/dtd/connector_1_0.dtd
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ト ランザクシ ョ ン管理規約

多くの場合、 ト ランザクシ ョ ン  ( ローカル ト ランザクシ ョ ン と呼ばれます ) は 1 
つの EIS システムに制限され、EIS リ ソース マネージャ自体がそ う した ト ランザ
クシ ョ ンを管理します。 一方、 XA ト ランザクシ ョ ン ( またはグローバル ト ラン
ザクシ ョ ン ) は複数のリ ソース  マネージャに及ぶこ とがあ り ます。 この ト ランザ

クシ ョ ンでは、 通常はアプリ ケーシ ョ ン  サーバに付属する外部ト ランザクシ ョ

ン マネージャが ト ランザクシ ョ ンを調整する必要があ り ます。 ト ランザクシ ョ

ン マネージャは 2 フェーズ コ ミ ッ ト  プロ ト コル (2PC) を使用して、 複数の リ

ソース  マネージャ  (EIS) にまたがる ト ランザクシ ョ ンを管理します。 XA ト ラン
ザクシ ョ ンに 1 つのリ ソース  マネージャだけが関わる場合は、 リ ソース  マネー
ジャは 1 フェーズ  コ ミ ッ ト を使用して最適化します。

J2EE コネクタ  アーキテクチャでは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバと リ ソース アダ
プタ  ( と基底の リ ソース  マネージャ ) との間の ト ランザクシ ョ ン管理規約を定義

します。 ト ランザクシ ョ ン管理規約は、 接続管理規約を拡張し、 ローカル ト ラ
ンザクシ ョ ン と  XA ト ランザクシ ョ ンの両方のサポート を提供します。 ト ランザ

クシ ョ ン管理規約は、 ト ランザクシ ョ ンの種類に応じて 2 つの部分から構成され
ます。

� ト ランザクシ ョ ン マネージャ と  EIS リ ソース  マネージャ との間の JTA 
XAResource ベースの規約

� ローカル ト ランザクシ ョ ン管理規約

これらの規約によ り、 WebLogic Server などのアプリ ケーシ ョ ン サーバはト ラン

ザクシ ョ ン管理用のインフラス ト ラ クチャ と実行時環境を提供できます。 アプ リ

ケーシ ョ ン  コンポーネン トはこの ト ランザクシ ョ ン  インフラス ト ラ クチャを利
用して、 コンポーネン ト レベルの ト ランザクシ ョ ン モデルをサポート します。

EIS 実装は多様なので、 ト ランザクシ ョ ンを柔軟にサポートする必要があ り ま

す。 J2EE コネクタ  アーキテクチャでは、 ト ランザクシ ョ ンを管理するために 
EIS に要求される条件はあ り ません。 EIS 内の ト ランザクシ ョ ンの実装に応じ

て、 リ ソース アダプタは以下のよ うにサポート を提供します。

� ト ランザクシ ョ ン非サポート－従来のアプリ ケーシ ョ ン と多くのバッ クエン

ド  システムでは一般的です。
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ト ランザクシ ョ ン管理規約
� ローカル ト ランザクシ ョ ンだけをサポート

� ローカル ト ランザクシ ョ ン と  XA ト ランザクシ ョ ンの両方をサポート

WebLogic Server は、 ト ランザクシ ョ ンの 3 つのレベルすべてをサポート してい

るので、 異なる ト ランザクシ ョ ン レベルの EIS もサポート します。
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4 接続管理

以下の節では、 BEA WebLogic J2EE 接続管理アーキテクチャ関連のさまざまな
接続管理作業について説明します。

� 4-2 ページの 「接続プロパテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン」

� 4-2 ページの 「BEA WebLogic Server 拡張接続管理機能」

� 4-7 ページの 「Console を使用した接続プールのモニタ」

� 4-11 ページの 「エラー ロギング と ト レース機能」
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接続プロパティのコンフ ィグレーシ ョン

ra.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルには、 ManagedConnectionFactory イ
ンスタンスご とに 1 つのコンフ ィグレーシ ョ ン設定を宣言するための 
config-property 要素が入っています。 通常、 リ ソース  アダプタ  プロバイダ
は、 これらのコンフ ィグレーシ ョ ン プロパティ を設定します。 ただし、 コン
フ ィ グレーシ ョ ン プロパティが設定されていない場合、 リ ソース  アダプタのデ
プロイ担当者がプロパティの値を指定する必要があ り ます。

WebLogic Server では、 weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの 
map-config-property 要素を使用してコンフ ィグレーシ ョ ン  プロパティ を設
定できます。 リ ソースのアダプタの一連のコンフ ィグレーシ ョ ン  プロパテ ィを
コンフ ィグレーシ ョ ンするには、 宣言するコンフ ィグレーシ ョ ン  プロパテ ィご
とに map-config-property-name と  map-config-property-value の組み合
わせを指定します。

また、 map-config-property 要素を使用する と、 ra.xml デプロイ メ ン ト記述
子ファ イルで指定した値をオーバライ ドできます。 WebLogic Server は、 起動時
に map-config-property の値を ra.xml ファ イルの config-property の値と
比較します。 コンフ ィグレーシ ョ ン プロパティ名が一致した場合、 WebLogic 
Server は対応するコンフ ィ グレーシ ョ ン  プロパティ名の 
map-config-property-value を使用します。

BEA WebLogic Server 拡張接続管理機能

「J2EE コネク タ仕様 バージ ョ ン 1.0、 最終 リ リース」 に記載されている接続管理

要件に加えて、 BEA WebLogic Server は、 接続プールのサイズをコンフ ィ グレー
シ ョ ンして自動的に維持するオプシ ョ ン設定とサービスを提供します。
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ManagedConnection 作成に関する実行時パ
フォーマンス コストの最小化

ManagedConnection の作成では、 ManagedConnection が表すエンタープライズ情
報システム (EIS) の複雑さに応じて大きなコス ト が発生します。 そのため、
WebLogic Server の起動時に接続プールに初期数の ManagedConnection を登録
し、 実行時には作成しないよ うにします。 この設定は、 weblogic-ra.xml 記述
子ファ イルの initial-capacity 要素を使用してコンフ ィグレーシ ョ ンします。
この要素のデフォル ト値は、 1 ManagedConnection です。

「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」 に記されているよ うに、
アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト が リ ソース  アダプタを使用して EIS との接続
を要求する と、 WebLogic Server はまず、 接続プール内の既存で利用可能な  
ManagedConnection の中で要求されている接続タイプと一致する ものがないか探
します。 しかし、 一致する ものが見つからない場合には、 新規の 
ManagedConnection を作成して接続要求に応じます。

WebLogic Server の設定を使用する と、 一致するものがない場合に 
ManagedConnection を自動的に追加作成できます。 この機能によ り、 時間の経過
と共に増加する接続プールのサイズとサイズが増加するたびに低下するサーバの

パフォーマンスを柔軟に制御できます。 この設定は、 weblogic-ra.xml 記述子
ファ イルの capacity-increment 要素を使用してコンフ ィ グレーシ ョ ンしま
す。 デフォル ト値は 1 ManagedConnection です。

WebLogic Server の起動時には開始セキュ リ テ ィ  プリ ンシパルまたはリ クエス ト  
コンテキス ト情報が不明なので、 initial-capacity でコンフ ィ グレーシ ョ ン
されている初期数の ManagedConnection は、デフォル ト  サブジェ ク ト と  null の
ク ライアン ト  リ クエス ト情報の入ったデフォル ト  セキュ リ テ ィ  コンテキス ト を
使用して作成されます。 capacity-increment を使用して追加の 
ManagedConnection を作成する と、 最初の ManagedConnection は接続要求の既
知の開始プリ ンシパルと ク ラ イアン ト  リ クエス ト情報を使用して作成されます。
残りの ManagedConnection は、 最初の ManagedConnection を作成する と きに使
用されたものと同じデフォル ト  セキュ リ テ ィ  コンテキス ト を使用して 
capacity-increment の制限まで作成されます。
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デフォル ト  リ ソース  プ リ ンシパルのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、

第 2 章 「セキュ リ テ ィ」 を参照して ください。

接続プールの増加数の制御

作成される  ManagedConnection の数が時間の経過と と もに増える と、 各 
ManagedConnection によって消費される メモ リやディ スク容量などのシステム 
リ ソースの量が増加します。 エンタープラ イズ情報システム  (EIS) によっては、
この消費量がシステム全般のパフォーマンスに影響します。 WebLogic Server で
は、 ManagedConnection がシステム リ ソースに与える影響を制御するため、 割
り当て済み ManagedConnection の最大許容数の設定をコンフ ィグレーシ ョ ンで
きます。

この設定は、 weblogic-ra.xml 記述子ファ イルの maximum-capacity 要素を
使用してコンフ ィグレーシ ョ ンします。 接続要求中に ManagedConnection を 
(capacity-increment が 2 以上の場合は複数 ) 新規作成する必要がある場合、
WebLogic Server が最大許容数を超えて ManagedConnection を作成する こ とはあ
り ません。 最大数に達する と、 WebLogic Server は接続プールから  
ManagedConnection を再利用し よ う と します。 ただし、 再利用できる接続がない
場合、 再利用の試みが失敗したこ と と、 接続要求が最大許容数の接続分のみ許可

されるこ とを示す警告がログに記録されます。 maximum-capacity のデフォル
ト値は 10 ManagedConnection です。

システム リソースの使用量の制御

ManagedConnection の最大数を設定する と、 処理能力を超えた数の 
ManagedConnection を割 り当てるこ とが原因でサーバが過負荷になるこ とはあ り
ませんが、 常に必要に応じてシステム  リ ソースの量を効率的に制御するわけで
はあ り ません。 WebLogic Server では、 リ ソース  アダプタのデプロイ メン ト中に
接続プール内の ManagedConnection の動作状況をモニタするサービスを利用で
きます。 使用量が減少し、 そのレベルで一定期間と どまっている場合、 接続プー

ルのサイズは継続的な接続要求を十分満たせるだけの量にまで縮小されます。
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このシステム  リ ソース使用量サービスはデフォル トで有効です。 ただし、

weblogic-ra.xml 記述子ファ イルの shrinking-enabled 要素を  false に設定
する と、 このサービスを無効にできます。 weblogic-ra.xml 記述子ファ イルの 
shrink-period-minutes 要素を使用する と、 WebLogic Server が接続プールの
サイズを縮小する必要があるかど うかを計算し、 縮小する必要がある場合に未使

用の ManagedConnection をプールから削除する頻度を設定できます。 この要素
のデフォル ト値は、 15 分です。

接続リークの検出

接続リークは、 接続終了後に接続を閉じないエンタープライズ  JavaBeans (EJB) 
など、 問題のあるアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト から発生します。 「J2EE コ
ネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」 に記載されているよ うに、 EIS 接
続を終了する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トは接続解除要求を送信しま
す。 この時点で、 WebLogic Server は必要なク リーンアップを実行し、 接続を将
来の接続要求で使用できるよ うにする必要があ り ます。 ただし、 アプ リ ケーシ ョ

ン コンポーネン ト が接続解除に失敗した場合、 接続プールが利用可能な接続を
使い果たすため、 将来の接続要求が失敗するこ とがあ り ます。

WebLogic Server にはこのシナリオを防止する  2 つのメカニズムがあ り ます。

� ガベージ コレ ク タの活用

� 接続オブジェク トの使用を ト ラ ッキングするためのアイ ドル タイマーの提供

ガベージ コレクタ  メソッ ド

WebLogic Server は Java 仮想マシン (JVM) のガベージ コレク タ  メカニズムを活
用して自動的に接続リークを検出します。 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トが
終了し、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トが使用する接続が間接参照されるよ
うになる と、 ガベージ コレク タによ り接続オブジェ ク ト の finalize() メ ソ ッ
ドが呼び出されます。

ガベージ コレ ク タが finalize() メ ソ ッ ドを呼び出すと きに、 アプ リ ケーシ ョ
ン コンポーネン ト が接続を閉じていないと  WebLogic Server が判断する と、 サー
バはリ ソース  アダプタの ManagedConnection.cleanup() メ ソ ッ ドを呼び出
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し、 自動的に接続を閉じます。 WebLogic Server はアプリ ケーシ ョ ン コンポーネ
ン ト接続の正常なク ローズ時に Connection_CLOSED イベン ト を受け取った場
合と同じ よ うに動作します。

アイドル タイマー メソッ ド

ガベージ コレク タの動作は予測できず、 実際にはまった く呼び出されないこ と
もあるため、 WebLogic Server では第 2 の接続リーク検出メ ソ ッ ドであるアイ ド

ル タイマーが提供されます。 アイ ドル タイマーによ り、 WebLogic Server は各接
続の前回の使用を ト ラ ッキングする こ とができます。 EIS への各接続のアイ ドル 
タイマーは、 WebLogic Server デプロイ メン ト記述子エディ タを使用してコン
フ ィ グレーシ ョ ンするこ とができます。 付録 A 「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン
ト記述子の要素」 の 「Administration Console デプロイ メ ン ト記述子エディ タを
使用したファ イルの編集」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン トが使用を目的と して接続を確保したにもかか
わらず、 アクテ ィブに使用していない場合、 アイ ドル タイマーがカウン ト を開
始します。 現在アクテ ィブになっている接続をクローズしてしま う こ と を防ぐた

め、 設定されている リ ミ ッ ト に接続が達しても、 WebLogic Server は自動的に接
続をク ローズしないよ うになっています。 WebLogic Server は、 接続がアイ ドル
時間を超えても、 絶対的にク ローズする必要がある と判断できるまで待機しま

す。

リ ソース アダプタの接続プールが割 り当てられている接続の最大数を超え、 フ
リー プールに接続が割 り当てられていない場合、 接続要求は失敗します。 場合
によっては、 接続が非アクティブであっても、 接続がリークし、 フ リー プール
に戻されないこ とがあ り ます。 その場合、 WebLogic Server は接続要求の時点で
最長アイ ドル時間を超えている接続を閉じるため、 リ クエス ト が成功します。

以前に使用されていた要素の非推奨

connection-duration-time 要素および connection-cleanup-frequency 要素
は非推奨にな り ました。 これらのパラ メータを現在コンフ ィグレーシ ョ ンで使用

している場合、 デプロイ メ ン ト機能はまだ使用する こ とができます。 しかし、 こ

れらの要素はコンフ ィグレーシ ョ ンに反映されません。 付録 A 「weblogic-ra.xml 
デプロイ メ ン ト記述子の要素」 の 「weblogic-ra.xml DTD」 を参照して ください。
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Console を使用した接続プールのモニタ

BEA J2EE コネク タ  アーキテクチャでは、 WebLogic Server Console に検出され
た リークを表示するモニタ機能、 およびリークを起こ しているアプ リ ケーシ ョ ン

を突き止めるためにスタッ クをルッ クアップする メ ソ ッ ドがあ り ます。 Console 
の [削除 ] ボタンを使用する と、 リークが発見された接続を動的に閉じ る こ とが

できます。 接続を削除するオプシ ョ ンは指定のアイ ドル時間を超えており、 削除

しても安全な接続のみに使用できます ( 言い換える と、 その接続はト ランザク

シ ョ ンに使用されていない )。

weblogic-ra.xml ファ イルの connection-profiling-enabled 要素は、各接
続の割 り当て先のコール スタ ッ クを接続プールに格納するか否かを指定します。
要素値を  true に設定する と、 この情報を  Console を通じてアクテ ィブ接続上で
表示できます。 また、 リーク接続とアイ ドル接続のスタ ッ クを表示でき、 接続を
閉じないコンポーネン トのデバッグもできます。

はじめに

Console を使用してモニタ  ツールを呼び出す方法は 2 つあ り ます。

第 1 の方法

1. Console の左ペインで [ デプロイ メ ン ト｜コネク タ ] を選択し、 コネク タ一覧
を表示します。

2. コネク タを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [すべての接続中のコ
ネク タ接続プールのモニタ ] を選択します。

接続プールの接続情報が選択したコネク タに関して右ペインに表示されま
す。

第 2 の方法

1. Console の右ペインの [ デプロイ メ ン ト ] で、 [ コネク タ ] を選択します。

コネク タ  テーブルが表示されます。

2. [ 名前 ] カラムで、 モニタするコネク タをク リ ッ ク します。
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3. [ モニタ ] タブで、 [ すべての接続中のコネク タ接続プールのモニタ ] を選択
します。

接続プールの接続情報が選択したコネク タに関して右ペインに表示されま
す。

リークされた接続の表示

Console の [接続リーク  プロファ イル ] カラムで、 リーク された接続に関するプ

ロファ イル情報を照会できます。 このカラムはリーク された接続の数を表示する
だけの [検出された リーク接続 ] カラムと混同しないよ うにして ください。

これら  2 つのカラムの大きな相違は、 [ 接続リーク  プロファ イル ] カラムが 
weblogic-ra.xml ファ イルの connection-profiling-enabled 設定を用いて
制御される点です。 デフォル ト では、 この設定は false であるため、 通常、 [ 接
続リーク  プロファ イル ] カラムはゼロ  (無効 ) とな り ます。 ただし、 [検出され
た リーク接続 ] カラムは常に有効化され、 リーク された接続の数が常に表示され

ます。

Console を使用して リーク された接続を照会する方法は 2 つあ り ます。

第 1 の方法

1. Console の左ペインで [デプロイ メ ン ト｜コネク タ ] を選択し、 コネクタ一覧
を表示します。

2. コネク タを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [ リーク された接続を
表示 ] を選択します。

接続プールの接続情報が選択したコネク タに関して右ペインに表示されま
す。

3. [ 接続リーク  プロファ イル ] カラムで、 選択されたコネク タに関する リーク
された接続の数をク リ ッ ク します。

リーク された接続に関する情報が右ペインに表示されます。

第 2 の方法

1. Console の右ペインの [デプロイ メ ン ト ] で、 [ コネクタ ] を選択します。
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コネク タ  テーブルが表示されます。

2. [ 名前 ] カラムで、 モニタするコネク タの名前をク リ ッ ク します。

3. [ モニタ ] タブで、 [ すべての接続中のコネク タ接続プールのモニタ ] を選択
します。

接続プールの接続情報が選択したコネク タに関して右ペインに表示されま
す。

4. [ 接続リーク  プロファ イル ] カラムで、 選択されたコネク タに関する リーク
された接続の数をク リ ッ ク します。

リーク された接続に関する情報が右ペインに表示されます。

アイドル コネクタの表示

Console の [ アイ ドル接続プロファ イル ] カラムで、 アイ ドル接続に関するプロ
ファ イル情報を照会できます。このカラムはアイ ドル接続の数を表示するだけの 
[検出されたアイ ドル接続 ] カラムと混同しないよ うにして ください。

これら  2 つのカラムの大きな相違は、 [ アイ ドル接続プロファ イル ] カラムが 
weblogic-ra.xml ファ イルの connection-profiling-enabled 設定を使用し
て制御される点です。 デフォル ト では、 この設定は false であるため、 通常、 [
アイ ドル接続プロファ イル ] カラムはゼロ  (無効 ) とな り ます。 ただし、 [検出さ
れたアイ ドル接続 ] カラムは常に有効化され、 アイ ドル接続の数が常に表示され
ます。

Console を使用してアイ ドル接続を照会する方法は 2 つあ り ます。

第 1 の方法

1. Console の左ペインで [ デプロイ メ ン ト｜コネク タ ] を選択し、 コネク タ一覧
を表示します。

2. コネク タを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [ アイ ドル接続を表示
] を選択します。

接続プールの接続情報が選択したコネク タに関して右ペインに表示されま
す。
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3. [ アイ ドル接続プロファ イル ] カラムで、 選択されたコネク タに関するアイ ド
ル接続の数をク リ ッ ク します。

アイ ドル接続に関する情報が右ペインに表示されます。

第 2 の方法

1. Console の右ペインの [デプロイ メ ン ト ] で、 [ コネクタ ] を選択します。

コネク タ  テーブルが表示されます。

2. [ 名前 ] カラムで、 モニタするコネク タの名前をク リ ッ ク します。

3. [ モニタ ] タブで、 [ すべての接続中のコネク タ接続プールのモニタ ] を選択
します。

接続プールの接続情報が選択したコネク タに関して右ペインに表示されま
す。

4. [ アイ ドル接続プロファ イル ] カラムで、 選択されたコネク タに関するアイ ド
ル接続の数をク リ ッ ク します。

アイ ドル接続に関する情報が右ペインに表示されます。

接続の削除

リーク された接続またはアイ ドル接続を  Console を使用して削除するには、 以下
の手順を実行します。

1. Console の右ペインの [デプロイ メ ン ト ] で、 [ コネクタ ] を選択します。

コネク タ  テーブルが表示されます。

2. [ 名前 ] カラムで、 モニタするコネク タの名前をク リ ッ ク します。

3. [ モニタ ] タブで、 [ すべての接続中のコネク タ接続プールのモニタ ] を選択
します。

接続プールの接続情報が選択したコネク タに関して右ペインに表示されま
す。

4. [ 接続 ] カラムで、 選択されたコネク タに関する接続の数をク リ ッ ク します。

接続情報が表形式で表示され、 各行に接続が 1 つ表示されます。
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5. 接続を削除するには、 その接続の右にある  [削除 ] ボタンをク リ ッ ク します。

エラー ロギングと ト レース機能

「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」 では、 アプ リ ケーシ ョ ン  
サーバの要件の 1 つと して、
ManagedConnectionFactory.set/getLogWriter を使用してエラー ロギング
および ト レース機能を リ ソース  アダプタに提供するこ とが記載されています。

weblogic-ra.xml ファ イル記述子ファ イルでは、 WebLogic Server にデプロイ
された リ ソース  アダプタでロギングと ト レースのコンフ ィ グレーシ ョ ンが可能
な 2 つの要素がサポート されます。 以下の要素がこれにあた り ます。

�  logging-enabled 要素では、 特定の ManagedConnectionFactory へのロ
ギングを有効化するか無効化するかをデプロイ時に指定します。 この要素の

デフォル ト値は、 false です。

� log-filename 要素では、 ManagedConnectionFactory によって作成され
るロギング情報を書き込むファ イル名を指定します。

詳細については、 付録 A 「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 を参
照して ください。
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5 コンフ ィグレーション

以下の節では、 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ実装のコンフ ィグレー
シ ョ ン要件について説明します。

� 5-2 ページの 「リ ソース アダプタの開発者向けツール」

� 5-3 ページの 「リ ソース アダプタのコンフ ィ グレーシ ョ ン」

� 5-7 ページの 「ra.xml ファ イルのコンフ ィ グレーシ ョ ン」

� 5-8 ページの 「weblogic-ra.xml ファ イルのコンフ ィ グレーシ ョ ン」

� 5-12 ページの 「非推奨のセキュ リ テ ィ  プリ ンシパル マップ メカニズムのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」

� 5-14 ページの 「非推奨のパスワード変換ツールの使い方」

� 5-15 ページの 「 ト ランザクシ ョ ン  レベル タイプのコンフ ィグレーシ ョ ン」
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リソース アダプタの開発者向けツール

BEA では、 リ ソース アダプタの作成と コンフ ィ グレーシ ョ ンを支援するツール
を提供しています。 この節では、 これらのツールについて説明します。

スケルトン デプロイメン ト記述子を作成する ANT 
タスク

スケル ト ン デプロイ メ ン ト記述子を作成する と きに、 WebLogic ANT ユーティ
リ テ ィ を利用できます。 ANT ユーティ リ テ ィは WebLogic Server 配布キッ ト と
共に出荷されている  Java ク ラスです。 ANT タスクによって、 リ ソース  アダプタ
を含むディ レク ト リが調べられ、 その リ ソース アダプタで検出されたファ イル
を基にデプロイ メ ン ト記述子が作成されます。 ANT ユーテ ィ リ テ ィは、 個別の
リ ソース アダプタに必要なコンフ ィグレーシ ョ ンやマッピングに関する情報を
すべて備えているわけではないので、 ANT ユーティ リ テ ィによって作成される
スケル ト ン デプロイ メ ン ト記述子は不完全なものです。 ANT ユーティ リ テ ィが
スケル ト ン デプロイ メ ン ト記述子を作成した後で、 テキス ト  エディ タ、 XML エ
ディ タ、 または Administration Console を使ってデプロイ メ ン ト記述子を編集し、
リ ソース アダプタのコンフ ィ グレーシ ョ ンを完全なものにして ください。

ANT ユーティ リ テ ィ を使用してデプロイ メ ン ト記述子を作成する方法の詳細に
ついては、 「リ ソース  アダプタのパッケージ化」 を参照して ください。

リソース アダプタのデプロイメン ト記述子エディ
タ

WebLogic Server の Administration Console には、統合されたデプロイ メ ン ト記述
子エディ タがあ り ます。 この統合エディ タを使用する前に、 少なく と もスケル ト

ン ra.xml デプロイ メ ン ト記述子を作成しておく必要があ り ます。 詳細について
は、 付録 A 「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 を参照して くださ
い。
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XML エディ タ

BEA では、 XML ファ イルの作成と編集のために簡単で使いやすい Ensemble の
ツールを用意しました。 このツールを使う と、 指定した  DTD または XML ス
キーマに従って XML コードの有効性を検証できます。 この XML エディ タは、

Windows または Solaris のマシンで使用でき、 BEA Developer Center からダウン
ロードできます。

リソース アダプタのコンフ ィグレーション

この節では、 WebLogic Server にデプロイするためのリ ソース  アダプタをコン
フ ィグレーシ ョ ンする方法について説明します。

リソース アダプタの概要

WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャを使用する と、 エンタープライズ情報
システム  (EIS) ベンダとサードパーティ  アプ リ ケーシ ョ ン開発者は、 Sun 
Microsystems の J2EE プラ ッ ト フォーム仕様、 バージ ョ ン 1.3 に準拠しているア
プリ ケーシ ョ ン サーバにデプロイ可能な リ ソース  アダプタを開発できます。

リ ソース  アダプタは WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャの中核をなすもの
で、 ク ラ イアン ト  コンポーネン ト と  EIS との間の J2EE コネクタ と して機能しま
す。 リ ソース  アダプタを  WebLogic Server 環境にデプロイする と、 リモート  EIS 
システムにアクセスする堅牢な  J2EE プラ ッ ト フォーム アプリ ケーシ ョ ンを開発
できるよ うにな り ます。 リ ソース  アダプタには、 Java コンポーネン トに加えて、
必要な場合には EIS との対話に必要なネイティブ コンポーネン トが入っていま
す。

リ ソース  アダプタの作成については、Sun Microsystems の J2EE コネクタ  アーキ
テクチャのページと 「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン 1.0、 最終 リ リース」 を参
照して ください。 これらの参照先は Sun Microsystems の Web サイ トで公開され
ており、 それぞれの URL は以下のとおりです。
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5 コンフ ィグレーシ ョ ン
http://java.sun.com/j2ee/connector/

http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec

リソース アダプタの作成と変更 : 主な手順

リ ソース アダプタを作成するには、 個々の リ ソース  アダプタ用のク ラス  
(ConnectionFactory や Connection など ) と コネクタ固有のデプロイ メ ン ト記述子
を作成してから、 それらを  WebLogic Server にデプロイする  jar ファ イルにすべ
てパッケージ化する必要があ り ます。

新規リソース アダプタ  アーカイブ (RAR) の作成

リ ソース アダプタ  アーカイブ (RAR) を作成する主な手順を以下に説明します。

1. 「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) に準拠して、 リ ソース  
アダプタ  (ConnectionFactory など ) に必要な各種ク ラスの Java コードを記述
します。

リ ソース アダプタを実装する と きは、 以下のよ うに ra.xml ファ イルでク ラ
スを指定しなければな り ません。 た とえば、 次のよ うに指定します。

� <managedconnectionfactory-class>com.sun.connector.blackbox.LocalTxManag
edConnectionFactory</managedconnectionfactory-class>

� <connectionfactory-interface>javax.sql.DataSource</connectionfactory-interfac
e>

� <connectionfactory-impl-class>com.sun.connector.blackbox.JdbcDataSource</
connectionfactory-impl-class>

� <connection-interface>java.sql.Connection</connection-interface>

� <connection-impl-class>com.sun.connector.blackbox.JdbcConnection</connect
ion-impl-class>

2. インタフェース と実装の Java コードをク ラス  ファ イルにコンパイルします。

コンパイルの詳細については、 『WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ ンの開発』

の 「Preparing to Compile」 を参照して ください。
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3. Java ク ラスを Java アーカイブ (JAR) にパッケージ化します。 パッケージ化
の詳細については、 第 7 章 「 リ ソース アダプタのパッケージ化とデプロイ メ
ン ト 」 を参照して ください。

4. リ ソース  アダプタ固有のデプロイ メ ン ト記述子を作成します。

� ra.xml は、 Sun Microsystems の標準 DTD を使用して、 リ ソース  アダプ
タ関連の属性タイプとそのデプロイ メン ト  プロパティ を記述します。

� weblogic-ra.xml ファ イルは、 WebLogic Server 固有のデプロイ メ ン ト
情報を追加します。

詳細については、 「ra.xml ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 および 5-8 ペー
ジの 「weblogic-ra.xml ファ イルのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くださ
い。

注意 : リ ソース  アダプタ  RAR に weblogic-ra.xml ファ イルが含まれない
場合、 WebLogic Server はこのファ イルを自動的に作成します。 詳細
については、 「ra.xml ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して
ください。

5. リ ソース  アダプタ  アーカイブ (RAR) を作成します。

a. 最初に、 空のステージング  ディ レク ト リ を作成します。

b. リ ソース  アダプタの Java ク ラスが入った RAR をステージング ディ レク
ト リに格納します。

c. デプロイ メン ト記述子を  META-INF とい うサブディ レ ク ト リに格納しま

す。

d. 次に、 ステージング  ディ レク ト リで次のよ うに jar コマンドを実行して、
リ ソース  アダプタのアーカイブを作成します。

jar cvf myRAR.rar *

リ ソース  アダプタのアーカイブ ファ イルの作成については、 7-5 ページ
の 「リ ソース  アダプタ  アーカイブ (RAR) のパッケージ化」 を参照して
ください。

6. RAR を  WebLogic Server にデプロイするか、 エンタープライズ アプリ ケー
シ ョ ンの一部と してデプロイするエンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ン (EAR) 
で RAR を使用します。

リ ソース  アダプタのデプロイ  プロセスの詳細については、 第 7 章 「 リ ソー

ス  アダプタのパッケージ化とデプロイ メン ト 」 を参照して ください。
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既存のリソース アダプタ  アーカイブ (RAR) の変更

以下は、 既存のリ ソース アダプタ  アーカイブを WebLogic Server にデプロイす
るために変更する方法の例です。 この場合、 デプロイ メ ン ト記述子 
weblogic-ra.xml を追加し、 再パッケージ化する必要があ り ます。

1. リ ソース アダプタをステージングするための一時ディ レク ト リ を作成しま
す。

mkdir c:/stagedir

2. 一時ディ レク ト リにデプロイする リ ソース  アダプタをコピーします。

cp blackbox-notx.rar c:/stagedir

3. リ ソース アダプタ  アーカイブの中身を展開します。

cd c:/stagedir

jar xf blackbox-notx.rar

ステージング ディ レク ト リには、 以下のものが格納されます。

� リ ソース アダプタを実装する  Java ク ラスが入った jar ファ イル

� MANIFEST.MF および ra.xml ファ イルが入った META-INF ディ レク

ト リ

以下のコマンドを実行してこれらのファ イルを確認します。

c:/stagedir> ls

blackbox-notx.jar 

META-INF

c:/stagedir> ls META-INF

MANIFEST.MF

ra.xml

4. weblogic-ra.xml ファ イルを作成します。 このファ イルは、 リ ソース  アダ
プタ用の WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子です。 このファ イルには、
接続ファ ク ト リ、 接続プール、 およびセキュ リ テ ィ  マッピングのパラ メータ
を指定します。

注意 : RAR に weblogic-ra.xml ファ イルが含まれない場合、 WebLogic 
Server はこのファ イルを自動的に作成します。 詳細については、
「ra.xml ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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weblogic-ra.xml ファ イルの詳細については、 5-8 ページの
「weblogic-ra.xml ファ イルのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 および付録 A
「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 を参照して ください。

5. weblogic-ra.xml ファ イルを一時ディ レク ト リの META-INF サブディ レク
ト リにコピーします。 META-INF ディ レ ク ト リは、 RAR を展開した一時ディ
レク ト リ 、 または リ ソース  アダプタを展開ディ レク ト リ形式で格納している
ディ レ ク ト リ内にあ り ます。 次のコマンドを使用します。

cp weblogic-ra.xml c:/stagedir/META-INF

c:/stagedir> ls META-INF

MANIFEST.MF

ra.xml

weblogic-ra.xml

6. リ ソース  アダプタ  アーカイブを作成します。

jar cvf blackbox-notx.jar -C c:/stagedir

7. WebLogic Server にリ ソース  アダプタをデプロイします。 WebLogic Server 
への リ ソース  アダプタのデプロイについては、 第 7 章 「 リ ソース  アダプタ
のパッケージ化とデプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

ra.xml ファイルのコンフ ィグレーシ ョン

ra.xml ファ イルがない場合は、 手動で作成するか、 または既存のファ イルを編
集して、 リ ソース  アダプタに必要なデプロイ メ ン ト  プロパティ を設定します。
プロパテ ィの編集には、 テキス ト  エディ タを使用します。 ra.xml ファ イルの作
成の詳細については、 「J2EE コネクタ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) を参照して ください。
WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ 5-7

http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec


5 コンフ ィグレーシ ョ ン
weblogic-ra.xml ファイルのコンフ ィグ
レーション

標準リ ソース アダプタ  コンフ ィ グレーシ ョ ン ra.xml ファ イルの機能サポート

に加え、 BEA WebLogic Server は追加デプロイ メン ト記述子ファ イルの 
weblogic-ra.xml ファ イルを定義します。 このファ イルには、 リ ソース  アダ
プタを  WebLogic Server でコンフ ィ グレーシ ョ ンし、 デプロイする作業に固有の
パラ メータが含まれます。 このファ イルは、WebLogic Server の EJB および Web 
アプリ ケーシ ョ ン用の拡張子 .xml のファ イルと同じ機能を持つほか、
WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子をデプロイ可能なアーカイブに追加する
ものです。 基本の RAR またはデプロイ メン ト  ディ レク ト リは、 そのまま  
WebLogic Server にデプロイするこ とができません。最初に weblogic-ra.xml 
ファ イルで、 WebLogic Server 固有のデプロイ メ ン ト  プロパティ を作成およびコ
ンフ ィグレーシ ョ ンし、 その XML ファ イルをデプロイ メン ト に追加する必要が
あ り ます。

weblogic-ra.xml ファ イルには以下の属性を指定します。

� 接続ファ ク ト リの名前

� 接続ファ ク ト リの説明用テキス ト

� 接続ファ ク ト リにバインド される  JNDI 名

� 現在の リ ソース  アダプタ と共有可能な リ ソース  アダプタ  コンポーネン ト を
含み、 別にデプロイ された接続ファ ク ト リへの参照

� すべての共有ラ イブラ リ をコピーするディ レク ト リ

� 以下の動作を設定する接続プール パラ メータ

� WebLogic Server がデプロイ時に割り当てよ う とする管理対象接続の初期
数

� WebLogic Server が一度に割 り当て可能な管理対象接続の最大数

� WebLogic Server が新規接続の要求に応じる と きに割 り当てよ う とする管
理対象接続の数

� システム リ ソースを節約するために  WebLogic Server が未使用の管理対
象接続を再利用しよ う とするかど うか
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weblogic-ra.xml フ ァ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン
� 未使用の管理対象接続の再利用を試みるまで WebLogic Server が待機す
る時間

� J2EE リ ソース  アダプタ  デプロイ メ ン ト記述子 ra.xml の 
<config-entry> 要素で定義するコンフ ィグレーシ ョ ン  プロパテ ィの値

� ManagedConnectionFactory または ManagedConnection に関するロギングが
必要かど うかを示すフラグ

� ManagedConnectionFactory または ManagedConnection に関するロギング情
報を保存するファ イル

� 接続がアイ ドル状態を保つこ とができる時間

� 各接続の割 り当て先コール スタ ッ クの格納の有無

注意 : weblogic-ra.xml のパラ メータの設定については、 付録 A
「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 の weblogic-ra.xml 
DTD を参照して ください。 ダウンロード製品に付属する  Simple Black 
Box リ ソース アダプタ例に含まれている  weblogic-ra.xml ファ イルを
参照するこ と もできます。

注意 : リ ソース  アダプタの接続プロパテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細につ
いては、 第 4 章 「接続管理」 を参照して ください。

weblogic-ra.xml ファイルの自動生成

WebLogic Server では、 リ ソース  アダプタ  アーカイブ (RAR) に、 J2EE コネク タ  
1.0 仕様で指定された ra.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルに加えて、
weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルが必要です。 ただし、 リ ソー

ス  アダプタが weblogic-ra.xml ファ イルを使用せずに WebLogic Server にデプ
ロイ される と、 デフォル ト要素値が含まれる  weblogic-ra.xml テンプレート  
ファ イルが自動的に リ ソース  アダプタに追加されます。 この自動 リ ソース  ファ
イル生成によ り、 リ ソース アダプタを  WebLogic Server にデプロイするために必
要なパラ メータを決定するプロセスが簡略化されます。

RAR に weblogic-ra.xml ファ イルが含まれない場合、 WebLogic Server はこの
ファ イルを自動的に作成します。 この機能によ り、 大幅な変更を加えな くても
サードパーティ製 リ ソース  アダプタを  WebLogic Server にデプロイするこ とがで
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5 コンフ ィグレーシ ョ ン
きます。 変更の必要があるのは、 WebLogic Server が weblogic-ra.xml ファ イ
ルに生成する  2 つのデフォル ト属性の値、 <connection-factory-name> と  
<jndi-name> だけです。

� WebLogic Server は、 デフォル ト値 __TMP_CFNAME_ の前に 
<connection-factory-name> を付加します。

� デフォル ト値 __TMP_JNDINAME_ の前には <jndi-name> が付加されます。

これらのデフォル ト値の変更方法については、 付録 A 「weblogic-ra.xml デプロ
イ メ ン ト記述子の要素」 の 「Administration Console デプロイ メ ン ト記述子エ
ディ タを使用したファ イルの編集」 を参照して ください。

生成された weblogic-ra.xml ファ イルは、 デフォル ト値を変更する前には以下

のよ うにな り ます。

コード  リスト  5-1   weblogic-ra.xml のデフォルト値

<weblogic-connection-factory-dd> 

<connection-factory-name>__TMP_CFNAME_.\config\mydomain\applicati
ons\whitebox-notx.rar</connection-factory-name> 

<jndi-name>__TMP_JNDINAME_.\config\mydomain\applications\whitebox
-notx.rar</jndi-name> 

<pool-params> 

<initial-capacity>0</initial-capacity> 

<max-capacity>1</max-capacity> 

<capacity-increment>1</capacity-increment> 

<shrinking-enabled>false</shrinking-enabled> 

<shrink-period-minutes>200</shrink-period-minutes> 

</pool-params> 

<security-principal-map> 

</security-principal-map>

</weblogic-connection-factory-dd>
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ra-link-ref 要素のコンフ ィグレーション

オプシ ョ ンの <ra-link-ref> 要素を使用する と、 デプロイ済みの複数のリ ソー
ス  アダプタを 1 つのデプロイ済み リ ソース  アダプタに関連付けるこ とができま
す。 つま り、 属性のサブセッ ト を変更するだけで、 基本 リ ソース  アダプタでコ
ンフ ィグレーシ ョ ンされている リ ソースを別の リ ソース  アダプタに リ ンク  (再利
用 ) できます。 <ra-link-ref> 要素を使用する と、 可能な場合、 リ ソース  ( ク
ラス、 JAR、 イ メージ ファ イルなど ) の重複を防ぐ こ とができます。 デプロイ済
みの基本 リ ソース  アダプタで定義されている値はすべて、 <ra-link-ref> 要素
でそれ以外の値が指定されていない限 り、 リ ンク先の リ ソース  アダプタが継承
します。

オプシ ョ ンの <ra-link-ref> 要素を使用する場合は、 <pool-params> 要素の
すべての値を指定するか、 まった く指定しないかのどちらかです。

<pool-params> 要素は、基本 リ ソース アダプタから リ ンク先のリ ソース アダプ
タに部分的には継承されません。

以下のいずれかを実行します。

� Administration Console のデプロイ メ ン ト記述子エディ タを使用して、
<max-capacity> 要素に値 0 ( ゼロ ) を割 り当てます。 これによ り、 リ ンク

先の リ ソース  アダプタは基本 リ ソース  アダプタから  <pool-params> 要素
の値を継承できます。

� <max-capacity> 要素に 0 (ゼロ ) 以外の任意の値を割 り当てます。 リ ンク先
リ ソース  アダプタは、 基本 リ ソース  アダプタから値を継承しな くな り ます。
このオプシ ョ ンを選択する場合は、 リ ンク先 リ ソース  アダプタの 
<pool-params> 要素のすべての値を指定する必要があ り ます。

weblogic-ra.xml ファ イルの編集の詳細については、 付録 A 「weblogic-ra.xml 
デプロイ メン ト記述子の要素」 の 「Administration Console デプロイ メ ン ト記述
子エディ タを使用したファ イルの編集」 を参照して ください。
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5 コンフ ィグレーシ ョ ン
非推奨のセキュリテ ィ  プリンシパル マップ 
メカニズムのコンフ ィグレーシ ョン

デフォル トの JAAS Login モジュールは、 リ ソース  アダプタ  アーカイブ内の 
weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子に付属のセキュ リ テ ィ  プリ ンシパル 
マップ メカニズムに代わるものです。 その結果、 weblogic-ra.xml 

<security-principal-map> 要素は非推奨にな り ました。 しかし、 セキュ リ
テ ィ  プリ ンシパル マップ メ カニズムを使用する手順はそのまま残します。

コンテナ管理によるサインオンを使用するには、 WebLogic Server が リ ソース  プ
リ ンシパルを識別してから、 リ ソース  プリ ンシパルに代わって  EIS 接続を要求
しなければな り ません。 WebLogic Server は、 weblogic-ra.xml デプロイ メ ン
ト記述子ファ イルの <security-principal-map> 要素で指定されているセ
キュ リ テ ィ  プリ ンシパル マップを探して リ ソース  プ リ ンシパルを識別します。

このマップによって、 WebLogic Server 開始プ リ ンシパル (WebLogic Server セ
キュ リ テ ィ  レルムで定義された  ID を持つユーザ ) がリ ソース  プ リ ンシパル ( リ
ソース  アダプタ /EIS システムに登録済みユーザ ) と関連付けられます。

また、 <security-principal-map> を使用する と、 実行時に識別された開始プ
リ ンシパルがマップ内に見つからない場合に適切な リ ソース  プリ ンシパルに
マップするデフォル トの開始プリ ンシパルを定義できます。以下のよ うに、値が 
* の <initiating-principal> 要素を付けた <security-principal-map> で
デフォル トの開始プリ ンシパルを設定します。

<initiating-principal>*</initiating-principal>

ユーザ名およびパスワードを指定する  <security-principal-map> 要素には
対応する  <resource-principal> エン ト リ も含める必要があ り ます。

次の例は、 WebLogic Server 開始プリ ンシパルと リ ソース  プ リ ンシパルとの関連

付けを示します。
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非推奨のセキュ リテ ィ  プ リンシパル マップ  メ カニズムのコンフ ィグレーシ ョ ン
コード  リス ト  5-2   <initiating-principal> および <resource-principal> エント リ
の例

<security-principal-map>

   <map-entry>

<initiating-principal>*</initiating-principal>

   <resource-principal>

       <resource-username>default</resource-username>

<resource-password>try</resource-password>

   </resource-principal>

   </map-entry>

</security-principal-map>

WebLogic Server が接続を初期化するよ う接続プール パラ メータで設定されてい
る場合、 デフォル トの開始プリ ンシパルはデプロイ時にも使用されます。 デフォ

ル ト の開始プリ ンシパルのエン ト リがない場合、 または 
<security-principal-map> 要素がない場合、 WebLogic Server はコンテナ管
理によるセキュ リテ ィ を使用して接続を作成しません。
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非推奨のパスワード変換ツールの使い方

デフォル トの JAAS ログイン モジュールが リ ソース  アダプタ  アーカイブ内の 
weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子に付属のセキュ リ テ ィ  プリ ンシパル 
マップ メカニズムに置き換わったため、 パスワード変換ツールは非推奨にな り
ました。 しかし、 パスワード変換ツールを使用する手順はこの リ リースでもその

まま残します。

WebLogic Server の リ ソース  アダプタ用の以前のコンフ ィ グレーシ ョ ンおよび
パッケージ化の要件では、 weblogic-ra.xml ファ イルを手動で編集する必要が
あったため、 security-principal-map エン ト リで指定する新しいパスワードはク リ
アテキス トで指定されていました。

このため、 weblogic-ra.xml ファ イルに存在するすべてのパスワードを暗号化
するためのパスワード変換ツールを提供しています。 変換ツールは、 標準の 
weblogic.jar ファ イルで提供されます。 パスワード変換ツールは、 ク リ アテ
キス ト  パスワードを含む既存の weblogic-ra.xml ファ イルを解析し、 暗号化
されたパスワードを含む新しい weblogic-ra.xml ファ イルを作成します。 この
新しいファ イルは、 WebLogic Server へのデプロイ メン ト用に  RAR にパッケー
ジするファ イルとな り ます。

実行方法

変換ツールを実行するには、 DOS コマンド  シェルで次の構文を使用します。

コード  リスト  5-3   変換ツールの構文

java weblogic.Connector.ConnectorXMLEncrypt 
<input-weblogic-ra.xml> <output-weblogic-ra.xml> 
<domain-config-directory-location>
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ト ランザクシ ョ ン  レベル タ イプのコンフ ィグレーシ ョ ン
セキュリティのヒント

暗号化 /解読処理に使用する ド メ イン固有のセキュ リ テ ィの ヒン トでは、
<domain config directory location> を含める必要があ り ます。 変換ツー
ルにはこのド メ イン固有の ヒン ト を使用するよ う指示しなければなり ません。 暗
号化されたパスワードはこのド メ インに固有のものです。 したがって、 暗号化さ

れたパスワード値を持つ RAR は、 そのド メ インにのみデプロイ可能とな り ま
す。

ト ランザクシ ョン レベル タイプのコンフ ィ
グレーション

リ ソース  アダプタがサポートする ト ランザクシ ョ ン  レベル タイプを ra.xml デ
プロイ メ ン ト記述子ファ イルに指定する必要があ り ます。 ト ランザクシ ョ ンのサ

ポート  レベルを指定するには次の手順に従います。

� ト ランザクシ ョ ン非サポートの場合、 次のエン ト リ を  ra.xml デプロイ メ ン
ト記述子ファ イルに追加します。
<transaction-support>NoTransaction</transaction-support>

� XA ト ランザクシ ョ ンの場合、 次のエン ト リ を ra.xml デプロイ メ ン ト記述
子ファ イルに追加します。
<transaction-support>XATransaction</transaction-support>

� ローカル ト ランザクシ ョ ンの場合、 次のエン ト リ を  ra.xml デプロイ メ ン ト
記述子ファ イルに追加します。
<transaction-support>LocalTransaction</transaction-support>

.xml ファ イルの編集の詳細については、 付録 A 「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン
ト記述子の要素」 の 「XML デプロイ メ ン ト  ファ イルの手動による編集」 および
「Administration Console デプロイ メ ン ト記述子エディ タを使用したファ イルの編
集」 を参照して ください。
WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ 5-15



5 コンフ ィグレーシ ョ ン
RAR コンフ ィ グレーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ン レベルの指定方法について
は、 「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) で 「Packaging and 
Deployment」 の 「Resource Adapter XML DTD」 を参照して ください。
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6 J2EE コネクタ  アーキテクチャに
準拠したリソース アダプタの作成

以下の節では、 「J2EE プラ ッ ト フォーム仕様、 バージ ョ ン  1.3、 最終 リ リース」

(http://java.sun.com/j2ee) に準拠した リ ソース  アダプタの開発に必要な条件につ
いて説明します。 以下の節は、 この仕様で規定されているシステム規約の要件に

対応しています。

� 6-2 ページの 「接続の管理」

� 6-3 ページの 「セキュ リ テ ィ管理」

� 6-3 ページの 「ト ランザクシ ョ ン管理」

注意 : リ ソース  アダプタを構築する手順については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/devadapt/index.htm の BEA 
WebLogic Application Integration のマニュアルを参照して ください。
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6 J2EE コネクタ  アーキテクチャに準拠したリソース アダプタの作成
接続の管理

リ ソース アダプタに関する接続管理規約の要件は以下のとおりです。

� リ ソース アダプタは、 以下のインタフェース実装を提供する必要があ り ま
す。

� javax.resource.spi.ManagedConnectionFactory

� javax.resource.spi.ManagedConnection

� javax.resource.spi.ManagedConnectionMetaData

� リ ソース アダプタで提供する  ManagedConnection 実装は、 以下のインタ
フェース と ク ラスを使用して、 接続管理 ( および後述の ト ランザクシ ョ ン管

理 ) 用のサポート をアプ リ ケーシ ョ ン サーバに提供する必要があ り ます。

� javax.resource.spi.ConnectionEvent

� javax.resource.spi.ConnectionEventListener

非管理対象の環境をサポートするには、 リ ソース  アダプタが上記 2 つのイン
タフェースを使用しな く ても内部オブジェク ト の対話を実行できます。

� リ ソース アダプタは、 以下のメ ソ ッ ドを実装するこ とで、 基本的なエラー 
ロギングおよび追跡機能をサポートする必要があ り ます。

� ManagedConnectionFactory.set/getLogWriter

� ManagedConnnection.set/getLogWriter

� リ ソース アダプタは、 javax.resource.spi.ConnectionManager インタ
フェースのデフォル ト実装を提供する必要があ り ます。 この実装ク ラスは、

リ ソース アダプタを非管理対象の 2 層アプリ ケーシ ョ ンで使用する場合に機
能します。 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバの管理対象の環境では、 リ ソース  アダ
プタはデフォル ト  ConnectionManager 実装ク ラスを使用してはな り ません。

ConnectionManager のデフォル ト実装を使用する と、 リ ソース  アダプタは
固有のサービスを提供できます。 これらのサービスには、 接続プール、 エ

ラーのロギングおよび追跡、 セキュ リ テ ィ管理などがあ り ます。 デフォル ト

の ConnectionManager は、 基底の EIS との物理接続の作成を  
ManagedConnectionFactory に委託します。

� 管理対象の環境では、 リ ソース  アダプタが独自の内部接続プールをサポート

してはな り ません。 この場合、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバが接続プールを処理
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します。 ただし、 リ ソース  アダプタは、 単一の物理パイプ上でアプリ ケー
シ ョ ン サーバおよびコンポーネン ト に対して透過的に接続を多重化 (物理接
続ご とに 1 つまたは複数の ConnectionManager インスタンスを作成 ) する
こ とができます。

非管理対象の 2 層アプリ ケーシ ョ ンの場合、 リ ソース  アダプタはリ ソース  
アダプタ内部用の接続プールをサポートできます。

セキュリティ管理

リ ソース  アダプタに関するセキュ リテ ィ管理規約の要件は以下のとおりです。

� リ ソース  アダプタは、 メ ソ ッ ド  
ManagedConnectionFactory.createManagedConnection を実装するこ
とでセキュ リ テ ィ規約をサポートする必要があ り ます。

� リ ソース  アダプタは、 ManagedConnection.getConnection メ ソ ッ ド実

装の一部と して再認証をサポートする必要があ り ません。

� リ ソース  アダプタは、 デプロイ メ ン ト記述子の一部と してセキュ リ テ ィ規約
のサポート を指定する必要があ り ます。 関連するデプロイ メ ン ト記述子の要

素は、 authentication-mechanism、

authentication-mechanism-type、 reauthentication-support、 およ

び credential-interface です。 「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、
最終 リ リース」 (http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 10.6 
節 「Resource Adapter XML DTD」 を参照して ください。

ト ランザクシ ョン管理

この節では、 リ ソース  アダプタに関する ト ランザクシ ョ ン管理規約の要件につ
いて説明します。 リ ソース  アダプタは、 ト ランザクシ ョ ン  サポートのレベルに

基づいて以下のよ うに分けられます。

� レベル NoTransaction －リ ソース  アダプタはリ ソース  マネージャのローカ
ル ト ランザクシ ョ ンも  JTA ト ランザクシ ョ ンもサポート しません。 リ ソー
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ス  アダプタは、 XAResource インタフェースも  LocalTransaction インタ
フェースも実装しません。

� レベル LocalTransaction －リ ソース  アダプタは、 LocalTransaction イ
ンタフェースの実装によって リ ソース  マネージャのローカル ト ランザク
シ ョ ンをサポート します。 ローカル ト ランザクシ ョ ン管理規約は、 「J2EE コ
ネク タ仕様、 バージ ョ ン 1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 6.7 節で指定されて
います。

� レベル XATransaction －リ ソース  アダプタは、 LocalTransaction および 
XAResource インタフェースの実装によって リ ソース  マネージャのローカル 
ト ランザクシ ョ ン と  JTA ト ランザクシ ョ ンの両方をサポート します。

XAResource ベースの規約の要件は、 「J2EE コネクタ仕様、 バージ ョ ン 1.0、
最終 リ リース」 (http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 6.6 
節で指定されています。

注意 : その他のサポート  レベル (基底の リ ソース  マネージャがサポートする ト

ランザクシ ョ ン最適化を含む ) は、 コネク タ  アーキテクチャの適用範囲
外です。

上記のレベルは、 外部ト ランザクシ ョ ンの調整を可能にするために リ ソース  ア
ダプタが必要とする ト ランザクシ ョ ン  サポートの主なステップを反映していま

す。 リ ソース アダプタの ト ランザクシ ョ ン機能と基底の EIS の要件に従って、
リ ソース アダプタでは上記のト ランザクシ ョ ン  サポート  レベルのいずれもサ
ポート対象と して選択できます。
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7 リソース アダプタのパッケージ化
とデプロイメン ト

この章では、 リ ソース  アダプタのパッケージ化とデプロイ メ ン ト要件について
説明し、 これらのタスクを実行する方法を説明します。

� 7-1 ページの 「リ ソース アダプタのパッケージ化」

� 7-6 ページの 「リ ソース アダプタのデプロイ」

リソース アダプタのパッケージ化

パッケージ化された リ ソース  アダプタ  モジュールのファ イル形式は、 リ ソース  
アダプタ  プロバイダとデプロイヤとの間の規約を定義します。 パッケージ化さ
れた リ ソース  アダプタには以下の要素が含まれます。

� コネク タ  アーキテクチャの規約と リ ソース  アダプタの機能を実装するため
に必要な Java ク ラスおよびインタフェース

� リ ソース  アダプタのユーティ リテ ィ  Java ク ラス

� リ ソース  アダプタが必要とするプラ ッ ト フォーム依存ネイテ ィブ ラ イブラ
リ

� ヘルプ ファ イルとマニュアル

� 上記の要素をま とめた説明用のメ タ情報

この節では、 リ ソース  アダプタのパッケージ化に関するガイ ド ラ イン、 要件、
および制限について説明し、 リ ソース  アダプタをパッケージ化する方法を説明
します。
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ディレク ト リ構造のパッケージ化

リ ソース アダプタは、 applications/ ディ レク ト リ内の リ ソース  アダプタ  アー
カイブ (RAR) に含まれる  WebLogic Server コンポーネン ト です。デプロイ メ ン ト  
プロセスは、 リ ソース  アダプタ  プロバイダによって作成されたコンパイル済み
リ ソース アダプタ  インタフェース と実装ク ラスを格納する、 RAR またはデプロ
イ メ ン ト  ディ レク ト リで開始されます。 RAR とデプロイ メ ン ト  ディ レ ク ト リ
は、 どちらがコンパイル済みク ラスを格納している場合でも、 Java パッケージ
構造と一致するサブディ レク ト リに入っている必要があ り ます。

リ ソース アダプタは、 共通のディ レク ト リ形式を使用します。 この形式は、 リ

ソース  アダプタを  RAR と して展開ディ レク ト リ形式でパッケージ化する と きに

も使用されます。 リ ソース  アダプタの構造の例を示します。

コード  リスト  7-1   リソース アダプタのディレク ト リ構造

/META-INF/ra.xml

/META-INF/weblogic-ra.xml

/META-INF/MANIFEST.MF (省略可能 )

/images/ra.jpg

/readme.html

/eis.jar

/utilities.jar

/windows.dll

/unix.so
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パッケージ化の考慮事項

リ ソース  アダプタのパッケージ化には次の要件があ り ます。

� デプロイ メン ト記述子 (ra.xml と  weblogic-ra.xml) は、 META-INF とい う
サブディ レ ク ト リに入っていなければなり ません。 

� 省略可能な MANIFEST.MF も  META-INF サブディ レク ト リに入っています。
マニフェス ト  ファ イルは JAR ツールによ り自動的に生成され、 常に JAR 
ファ イルの先頭のエン ト リ とな り ます。 マニフェス ト  ファ イルのデフォル ト  
ファ イル名は META-INF/MANIFEST.MF です。 マニフェス ト  ファ イルはアー
カイブに関する メ タ情報を格納する場所です。 詳細については、

http://java.sun.com/products/jdk/1.2/docs/tooldocs/win32/jar.html を参照して く
ださい。

� リ ソース  アダプタには、 リ ソース  アダプタが使用する  Java ク ラスおよびイ
ンタフェースを格納する複数の JAR ( たとえば eis.jar や utilities.jar) 
を含めるこ とができます。

� リ ソース  アダプタには、 EIS との対話用に リ ソース  アダプタが必要とするネ
イテ ィブ ラ イブラ リ  ( たとえば windows.dll や unix.so) を含める こ とが
できます。

� リ ソース  アダプタには、 マニュアルやリ ソース  アダプタが直接には使用し
ない関連ファ イル ( たとえば readme.html や /images/ra.jpg) を含める こ
とができます。

� プラ ッ ト フォーム固有のネイテ ィブ ラ イブラ リに対する リ ソース  アダプタ
の依存関係を必ず解決しておいて ください。

� スタンドアロンの リ ソース  アダプタ  RAR をデプロイする と きは、 その リ
ソース  アダプタをアプリ ケーシ ョ ン サーバのすべての J2EE アプリ ケーシ ョ
ンから利用可能にする必要があ り ます。

� J2EE アプ リ ケーシ ョ ン EAR 内にパッケージ化された リ ソース  アダプタをデ
プロイする と きは、 その リ ソース  アダプタはパッケージ化の相手である  
J2EE アプ リ ケーシ ョ ンのみで利用可能にする必要があ り ます。

� WebLogic Server にデプロイ された リ ソース  アダプタは、 ク ラスまたはリ
ソースをプロパティ と して参照する  MANIFEST.MF 内の CLASSPATH エン ト リ
をサポート します。
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7 リ ソース アダプタのパッケージ化とデプロイ メン ト
パッケージ化の要件に関する詳細については、 「J2EE コネク タ仕様、バージ ョ ン  
1.0、 最終 リ リース」 (http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) を参
照して ください。

パッケージ化の制限

WebLogic Server でのリ ソース  アダプタに対するパッケージ化の制限は以下のと
おりです。

� WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャは、
javax.resource.spi.security.GenericCredential credential-interface 
と、 Kerbv5 authentication-mechanism-type のどちら もサポート してい

ません。 デプロイ されている リ ソース  アダプタの ra.xml ファ イルで、
<authentication-mechanism> にこれらの値のいずれかを指定する と、 デプ
ロイ メ ン トが失敗します。

� WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャでは、 スタンドアロンの リ ソース  
アダプタを使用している ク ライアン ト を再ロード しない限 り、 その リ ソース  
アダプタを再ロードできません ( この制限は J2EE コネク タ  仕様、 バージ ョ
ン 1.0 にはリモー ト可用性のあるインタフェースがないとい う制限によるも

の )。

� 指定した ManagedConnectionFactory に関連付けられた ConnectionPool が見
つからない場合、 ConnectionPoolManager の
getConnection(ManagedConnectionFactory mcf, 

ConnectionRequestInfo cxInfo) メ ソ ッ ドは WebLogic Server の内部に例
外を送出します。 詳細については、 付録 B 「 ト ラブルシューティング」 を参

照して ください。
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リソース アダプタ  アーカイブ (RAR) のパッケージ
化

1 つまたは複数の リ ソース  アダプタを、 1 つのディ レク ト リにステージングした
後で Java アーカイブ (JAR) にパッケージ化できます。 リ ソース  アダプタをパッ
ケージ化する前に、 WebLogic Server がク ラスをロードする方法を説明する
『WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンの開発』 の 「WebLogic Server J2EE アプリ
ケーシ ョ ン ク ラスローディ ング」 を読み、 理解して ください。

リ ソース  アダプタをステージングおよびパッケージ化するには、 次の手順に従
います。

1. 一時ステージング  ディ レ ク ト リ をハードディ スクの任意の場所に作成しま
す。

2. 対象となる リ ソース  アダプタの Java ク ラスをステージング  ディ レク ト リに
コンパイルまたはコピーします。

3. リ ソース  アダプタの Java ク ラスを入れる  JAR を作成します。 この JAR をス
テージング  ディ レク ト リの最上位に追加します。

4. ステージング ディ レク ト リに META-INF サブディ レク ト リ を作成します。

5. META-INF サブディ レク ト リに ra.xml デプロイ メ ン ト記述子を作成して、 そ
の リ ソース アダプタのエン ト リ を追加します。

注意 : ra.xml の文書型定義の詳細については、 以下の Sun Microsystems の
ドキュ メ ン ト を参照して ください。
http://java.sun.com/dtd/connector_1_0.dtd

6. META-INF サブディ レク ト リに weblogic-ra.xml デプロイ メン ト記述子を作
成して、 その リ ソース  アダプタのエン ト リ を追加します。

注意 : weblogic-ra.xml 文書型定義の詳細については、 付録 A
「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 を参照して くださ
い。

7. リ ソース  アダプタ  ク ラス とデプロイ メ ン ト記述子をステージング ディ レ ク
ト リに配置する と、 次のよ う な JAR コマンドを使用して  RAR を作成できま
す。

jar cvf jar-file.rar -C staging-dir
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このコマンドによって作成された  RAR は、 WebLogic Server にデプロイする
こ と も、 またはアプリ ケーシ ョ ン  アーカイブ (EAR) にパッケージ化するこ
と もできます。

-C staging-dir オプシ ョ ンを指定する と、 JAR コマンドはディ レク ト リ を  
staging-dir に変更します。 これによ り、 JAR に記録されるディ レク ト リ  
パスが リ ソース  アダプタのステージング  ディ レク ト リ を基準にした相対パ
ス とな り ます。

この ト ピ ッ クの詳細については、 5-4 ページの 「リ ソース アダプタの作成と変更 
: 主な手順」 を参照して ください。

リソース アダプタのデプロイ

リ ソース アダプタのデプロイ メ ン トは、 Web アプ リ ケーシ ョ ン、 EJB、 および
エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト とほぼ同じです。 これら
のデプロイ メ ン ト  ユニッ ト と同様、 リ ソース  アダプタも展開ディ レ ク ト リ形式
でデプロイ した り、 アーカイブ ファ イルと してデプロイ した りするこ とができ
ます。

デプロイメン ト  オプション

リ ソース アダプタは以下の方法でデプロイできます。

� コマンド ラ イン weblogic.Deployer ツールを使用する  ( この方法は非推奨と
なった weblogic.deploy ユーティ リ テ ィに代わる もの )。

� WebLogic Server Administration Console のグラフ ィカル ユーザ インタ
フェースを使用する。

� エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン  (EAR) ファ イルに組み込む。
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デプロイメン ト記述子

Web アプリ ケーシ ョ ン、 EJB、 およびエンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ン と同
様、 リ ソース  アダプタは 2 つのデプロイ メ ン ト記述子を使用して操作パラ メー
タを定義します。デプロイ メ ン ト記述子 ra.xml は、 Sun Microsystems の 「J2EE 
コネク タ仕様、 バージ ョ ン 1.0、 最終 リ リース」 で定義されています。

weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子は、 WebLogic Server に固有のもので、
WebLogic Server に対してのみ有効な操作パラ メータを定義します。
weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の詳細については、 付録 A
「weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の要素」 を参照して ください。

リソース アダプタのデプロイメン ト名

リ ソース  アダプタのアーカイブ (RAR) またはデプロイ メ ン ト  ディ レク ト リ をデ

プロイする場合は、 myResourceAdapter のよ うに、 デプロイ メ ン ト  ユニッ トの
名前を指定する必要があ り ます。 この名前を使用する と、 後で リ ソース  アダプ
タをアンデプロイ した り更新した りする場合に、 リ ソース  アダプタのデプロイ
メ ン ト を簡単に参照できます。

リ ソース  アダプタをデプロイする場合は、 WebLogic Server が、 RAR またはデ
プロイ メ ン ト  ディ レク ト リのパスおよびファ イル名と一致するデプロイ メ ン ト
名を暗黙的に割 り当てます。 この名前を使用する と、 サーバが起動した後にリ
ソース  アダプタをアンデプロイまたは更新できます。

リ ソース  アダプタのデプロイ メ ン ト名は、 サーバが再起動されるまで、
WebLogic Server 内でアクティブなままです。 リ ソース  アダプタをアンデプロイ
しても、 関連付けられたデプロイ メ ン ト名は削除されません。 リ ソース  アダプ
タを再デプロイするために後でその名前を使う場合があるからです。
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weblogic.Deployer ユーティ リティの使用

weblogic.Deployer ユーティ リ テ ィは WebLogic Server 7.0 の新機能で、 非推奨と
なった weblogic.deploy ユーティ リ テ ィに代わる ものです。 この節では、
weblogic.Deployer ユーティ リ テ ィ を使って以下のタスクを実行する方法につい
て説明します。

� コネク タまたはそのコンポーネン ト をデプロイする

� コネク タの一部またはそのコンポーネン ト を再デプロイする

� コネク タまたはそのコンポーネン ト を非アクテ ィブ化またはアンロードする

� コネク タを削除する

� 保留中のデプロイ メ ン ト  タスクをキャンセルする

� デプロイ メ ン ト  タスクをすべて リ ス トする

weblogic.Deployer ユーティ リ テ ィ を使ってコネク タをデプロイする方法の詳細
については、 『WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンの開発』 の 「WebLogic Server 
デプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

Administration Console の使い方

この節では、 Administration Console を使用した リ ソース  アダプタのデプロイ メ
ン ト作業について説明します。 Administration Console を使用する と、 以下のタ
スクを実行できます。

� リ ソース アダプタ  ( コネクタ ) をデプロイ メ ン ト にコンフ ィ グレーシ ョ ンす
る

� リ ソース アダプタ  ( コネクタ ) をデプロイする

� デプロイ済みのリ ソース アダプタ  ( コネク タ ) を表示する

� リ ソース アダプタ  ( コネクタ ) をアンデプロイする

� デプロイ済みのリ ソース アダプタ  ( コネク タ ) を更新する
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リ ソース アダプタのデプロイ
WebLogic Server Administration Console を使ってコネクタをデプロイする方法の
詳細については、 『WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ ンの開発』 の 「WebLogic 
Server デプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

エンタープライズ アプリケーシ ョン アーカイブ 
(EAR) へのリソース アダプタの追加

J2EE プラ ッ ト フォーム仕様、 バージ ョ ン  1.3、 最終 リ リースの仕様と して、 リ

ソース  アダプタ  アーカイブ (RAR) をエンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ン アー
カイブ (EAR) の内部に追加し、その上でアプリ ケーシ ョ ンを  WebLogic Server に
デプロイするこ とができます。

リ ソース  アダプタ  アーカイブを含むエンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ンをデプ
ロイするには次の手順に従います。

1. Web アプリ ケーシ ョ ン  アーカイブ (WAR) または JAR の場合と同じ よ うに 
RAR を  EAR の内部に置きます。

2. 有効な application.xml を作成し、 EAR の META-INF ディ レク ト リに格納
します。

application.xml を作成する際には以下の点に注意して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン デプロイ メン ト記述子には、 EAR 内の リ ソース  アダプ
タ  アーカイブを識別するための新しい <connector> 要素を含める必要が
あ り ます。 たとえば、 次のよ うに送出されます。

<connector>RevisedBlackBoxNoTx.rar</connector>

<connector> は J2EE プラ ッ ト フォーム仕様、 バージ ョ ン 1.3 で新たに
追加された要素なので、 application.xml ファ イルには、 J2EE プラ ッ
ト フォーム仕様、 バージ ョ ン 1.3 のデプロイ メ ン ト記述子と して識別する
ために次の DOCTYPE エン ト リ を含める必要があ り ます。

コード  リス ト  7-2   DOCTYPE エント リ

<!DOCTYPE application PUBLIC '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD

J2EE Application 1.3//EN'
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7 リ ソース アダプタのパッケージ化とデプロイ メン ト
‘http://java.sun.com/dtd/application_1_3.dtd’>

DOCTYPE エン ト リ を含めなかった場合、 リ ソース  アダプタはデプロイ さ
れません。

application.xml ファ イルの例を以下に示します。

コード  リスト  7-3   application.xml ファイル

<application>

<display-name> ConnectorSampleearApp </display-name>

<module>

<connector>RevisedBlackBoxNoTx.rar</connector>

</module>

<module>

<ejb>ejb_basic_beanManaged.jar</ejb>

</module>

</application>

3. エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンを  WebLogic Server にデプロイ します。

エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ作業の概要については、
「WebLogic Server J2EE アプリ ケーシ ョ ンについて」 の 「エンタープライズ  
アプリ ケーシ ョ ン」 を参照して ください。
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8 クライアン トに関する考慮事項

以下の節では、 WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャのク ライアン トに関す
る考慮事項について説明します。

� 8-2 ページの 「Common Client Interface (CCI)」

� 8-2 ページの 「ConnectionFactory と接続」

� 8-3 ページの 「ConnectionFactory ( ク ラ イアン ト と  JNDI 間の対話 ) の取得」
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8 クライアン トに関する考慮事項
Common Client Interface (CCI)

EIS にアクセスするためのアプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トが使用するク ラ イア
ン ト  API は、 次のよ うに定義されます。

� 「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の第 9 章 「Common 
Client Interface」 の標準 Common Client Interface (CCI)

� リ ソース アダプタおよび基底の EIS に固有のク ラ イアン ト  API。 このよ う な 
EIS 固有のク ライアン ト  API の例と して、 リ レーシ ョナル データベース用の 
JDBC があ り ます。

CCI は、 EIS にアクセスするための共通ク ライアン ト  API です。 CCI は、 エン
タープライズ アプリ ケーシ ョ ン統合 (EAI) およびエンタープライズ  ツール ベン
ダを対象と しています。

J2EE コネクタ  アーキテクチャは EIS アクセス用の Common Client Interface 
(CCI) も定義します。 CCI では、 アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト用の標準ク ラ
イアン ト  API を定義します。 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トおよび EAI フ
レームワークは、 CCI を使用するこ とによ り、 異種 EIS 間の対話処理を制御でき
ます。

ConnectionFactory と接続

接続ファ ク ト リは EIS インスタンスに接続するためのパブリ ッ ク  インタフェー
スで、 ConnectionFactory はリ ソース アダプタによって提供されるインタフェー
スです。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 JNDI ネームスペースで ConnectionFactory インス
タンスをルッ クアップし、 それを使って  EIS 接続を取得します。

J2EE コネクタ  アーキテクチャの目標の 1 つは、CCI と  EIS 固有のク ライアン ト  
API 間で一貫したアプ リ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング モデルをサポートするこ と

です。 このモデルはインタフェース  テンプレー ト と して指定される  
ConnectionFactory と  Connection インタフェースの設計パターンを使用する こ と
で実現されます。
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ConnectionFactory ( クライアン ト と  JNDI 間の対話 ) の取得
この設計パターンの詳細については、 「J2EE コネク タ仕様、 バージ ョ ン  1.0、 最
終 リ リース」 (http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 5.5.1 節
「ConnectionFactory and Connection」 を参照して ください。

ConnectionFactory ( クライアン ト と  JNDI 
間の対話 ) の取得

この節では、 ConnectionFactory を使用して EIS との接続を取得する方法につい
て説明します。 詳細については、 「J2EE コネクタ仕様、 バージ ョ ン 1.0、 最終 リ
リース」 (http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 5.4.1 節
「Managed Application Scenario」 を参照して ください。

管理対象アプリケーションでの接続の取得

管理対象アプリ ケーシ ョ ンが res-type 変数で指定したよ うに 
ConnectionFactory から  EIS インスタンス との接続を取得する際には、 以下のタ
スクを実行します。

1. アプ リ ケーシ ョ ン アセンブラまたはコンポーネン ト  プロバイダが、 デプロイ
メ ン ト記述子のメ カニズムを使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トに
関する接続ファ ク ト リの要件を指定します。 たとえば、 次のよ うに指定しま
す。

� res-ref-name:eis/myEIS

� res-type:javax.resource.cci.ConnectionFactory

� res-auth:Application または Container

2. リ ソース  アダプタのデプロイ担当者が、 リ ソース  アダプタのコンフ ィグ
レーシ ョ ン情報を設定します。

3. アプ リ ケーシ ョ ン サーバが、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みのリ ソース  アダプ
タを使用して、 基底の EIS との物理接続を作成します。 リ ソース  アダプタの
パッケージ化とデプロイ メ ン トの詳細については、 「J2EE コネク タ仕様、
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8 クライアン トに関する考慮事項
バージ ョ ン  1.0、 最終 リ リース」
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) の 10 章を参照して く
ださい。

4. アプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トは、 JNDI インタフェースを使用して、 コ
ンポーネン ト の環境内で接続ファ ク ト リのインスタンスをルッ クアップしま

す。

コード  リスト  8-1   JNDI ルックアップ

//初期 JNDI ネーミング コンテキストを取得する

Context initctc = new InitialContext();

// JNDI ルックアップを実行して、接続ファクトリを取得する

javax.resource.cci.ConnectionFactory cxf = 

(javax.resource.cci.ConnectionFactory)

initctx.lookup(“java:comp/env/eis/MyEIS”);

メ ソ ッ ド  NamingContext.lookup で渡される  JNDI 名は、 デプロイ メ ン ト
記述子の res-ref-name 要素で指定されている ものと同じです。 JNDI ルッ
クアップによって、 res-type 要素の指定のとおり、
java.resource.cci.ConnectionFactory 型の接続ファ ク ト リのインスタ
ンスが取得されます。

5. アプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トは、 接続ファ ク ト リで getConnection メ
ソ ッ ドを呼び出して EIS 接続を取得します。 返された接続インスタンスは、
基底の物理接続へのアプリ ケーシ ョ ン  レベルのハンドルを表します。 アプ リ

ケーシ ョ ン  コンポーネン トは、 接続ファ ク ト リで getConnection メ ソ ッ ド
を複数回呼び出して、 複数の接続を取得します。

javax.resource.cci.Connection cx = cxf.getConnection();

6. アプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トは、 返された接続を使用して、 基底の EIS 
にアクセスします。

7. 接続を使い終わる と、 コンポーネン トは Connection インタフェースの 
close メ ソ ッ ドを使用して接続を閉じます。
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ConnectionFactory ( クライアン ト と  JNDI 間の対話 ) の取得
cx.close();

8. アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト が割り当てられた接続を使用後に閉じな
かった場合、 その接続は未使用の接続と見なされます。 アプ リ ケーシ ョ ン  
サーバは、 未使用の接続のク リーンアップを管理します。 コンテナがコン

ポーネン ト  インスタンスを終了する場合、 コンテナはそのコンポーネン ト  
インスタンスが使用していたすべての接続をク リーンアップします。

非管理対象アプリケーションでの接続の取得

非管理対象アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者は管理対象アプリ

ケーシ ョ ン と同様のプログラ ミ ング モデルに従 う必要があ り ます。 非管理対象
アプ リ ケーシ ョ ンでは、 接続ファ ク ト リ  インスタンスのルッ クアップ、 EIS 接続
の取得、 接続を使用した  EIS アクセス、 および接続の終了を行います。

非管理対象アプ リ ケーシ ョ ンが  ConnectionFactory から  EIS インスタンス との接
続を取得する際には、 以下のタスクを実行します。

1. アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イアン トは、 (JNDI ルッ クアップで返される ) 
javax.resource.cci.ConnectionFactory インスタンスのメ ソ ッ ドを呼
び出して、 基底の EIS インスタンス との接続を取得します。

2. ConnectionFactory インスタンスは、 アプ リ ケーシ ョ ンから接続要求をデ
フォル トの ConnectionManager インスタンスに委ねます。 リ ソース  アダプ
タは、 デフォル ト  ConnectionManager 実装を提供します。

3. ConnectionManager インスタンスは、
ManagedConnectionFactory.createManagedConnection メ ソ ッ ドを呼び出
して、 基底の EIS インスタンス との新しい物理接続を作成します。

4. ManagedConnectionFactory インスタンスは、 ManagedConnection インス
タンスで表される基底の EIS との新しい物理接続を作成するこ とによって、
createManagedConnection メ ソ ッ ドを処理します。
ManagedConnectionFactory は、 Subject インスタンス と して渡されたセ
キュ リテ ィ情報、 すべての ConnectionRequestInfo と コンフ ィグレーシ ョ
ン済みのプロパティ  ( ポート番号やサーバ名など ) を使用して、 新しい 
ManagedConnection インスタンスを作成します。
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8 クライアン トに関する考慮事項
5.  ConnectionManager インスタンスは ManagedConnection.getConnection 
メ ソ ッ ドを呼び出して、 アプ リ ケーシ ョ ンレベルの接続ハンドルを取得しま

す。 getConnection メ ソ ッ ドを呼び出すたびに EIS インスタンス との新しい
物理接続が作成されるわけではあ り ません。 getConnection を呼び出すと、
アプ リ ケーシ ョ ンが基底の物理接続にアクセスするための一時ハンドルが作
成されます。 実際の基底の物理接続は、 ManagedConnection インスタンス
で表されます。

6. ConnectionManager インスタンスは ConnectionFactory インスタンスへの
接続ハンドルを返し、 このインスタンスは接続要求を初期化したアプ リ ケー
シ ョ ンへの接続を返します。
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A weblogic-ra.xml デプロイメント

記述子の要素

以下の節では、WebLogic Server リソース アダプタ アーカイブで使用する 
WebLogic Server 固有の全 XML 記述子プロパティをリファレンス形式で示し、
XML 記述子プロパティを編集する方法について説明します。リソース アダプタ
用のデプロイメント記述子を参照する必要がある場合は、これらの節を参考にし

てください。

リソース アダプタ アーカイブ (RAR) に weblogic-ra.xml ファイルが含まれな
い場合、WebLogic Server はこのファイルを自動的に作成します。

� A-2 ページの「XML デプロイメント ファイルの手動による編集」

� A-4 ページの「Administration Console デプロイメント記述子エディタを使用
したファイルの編集」

� A-6 ページの「WebLogic Builder を使用したデプロイメント記述の編集」

� A-7 ページの「weblogic-ra.xml DTD」

� A-14 ページの「weblogic-ra. xml の要素の階層図」

� A-16 ページの「weblogic-ra.xml の要素の説明」
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A weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の要素
XML デプロイメント ファイルの手動による
編集

WebLogic Server のリソース アダプタ アーカイブで使用される XML デプロイメ
ント記述子を定義または変更する場合は、weblogic-ra.xml ファイルで XML 
要素を手動で定義または編集する必要があります。

基本規約

XML 要素を手動で編集する場合は、

� XML の形式の変更や、ファイルを無効にする可能性のある文字の挿入を行
わない ASCII テキスト エディタを必ず使用します。

� 使用しているオペレーティング システムで大文字小文字が区別されない場合
であっても、ファイル名やディレクトリ名の大文字小文字は正確に指定しま

す。

� 省略可能な要素に対してデフォルト値を使用する場合は、要素の定義全体を

省略するか、または次のように空白値を指定することができます。

<max-config-property></max-config-property>

DOCTYPE ヘッダ情報

XML デプロイメント ファイルの編集、作成時に、各デプロイメント ファイルに
対して正しい DOCTYPE ヘッダを指定することが重要です。特に、DOCTYPE ヘッ
ダ内部に不正な PUBLIC 要素を使用すると、原因究明が困難なパーサ エラーにな
ることがあります。 

このヘッダは、デプロイメント記述子の文書型定義 (DTD) ファイルの場所およ
びバージョンを表します。このヘッダは外部 URL の java.sun.com を参照して
いますが、WebLogic Server には独自の DTD ファイルが用意されているので、
ホスト サーバがインターネットにアクセスする必要はありません。ただし、こ
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XML デプロイメント ファイルの手動による編集
の要素の DTD のバージョンはデプロイメント記述子のバージョンの識別に使用
されるので、<!DOCTYPE...> 要素を ra.xml ファイルに含めて、外部 URL を参
照させる必要があります。

ra.xml および weblogic-ra.xml ファイルの DOCTYPE ヘッダ全体は以下のよう
になります。

XML の解析ユーティリティ (ejbc など ) でヘッダ情報が不正な XML ファイルを
解析すると、次のようなエラー メッセージが表示されることがあります。

SAXException: This document may not have the identifier 
'identifier_name'

identifier_name には通常、PUBLIC 要素内の不正な文字列が表示されます。

検証用 DTD (Document Type Definitions : 文書型
定義 )

XML ファイルの内容および要素の配置は、使用する各ファイルの文書型定義 
(DTD) に従っている必要があります。WebLogic Server ユーティリティでは、
XML デプロイメント ファイルの DOCTYPE ヘッダ内に埋め込まれた DTD は無視
され、代わりにサーバと共にインストールされた DTD の場所が使用されます。
ただし、DOCTYPE ヘッダ情報には、パーサ エラーを避けるために有効な URL 
構文を指定する必要があります。

以下のリンクでは、WebLogic Server で使用される XML デプロイメント ファイ
ル用の DTD の場所が示されています。

XML ファイル DOCTYPE ヘッダ

ra.xml <!DOCTYPE connector PUBLIC
 '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Connector 1.0//EN'
 'http://java.sun.com/dtd/connector_1_0.dtd'>

weblogic-ra.xml <!DOCTYPE weblogic-connection-factory-dd PUBLIC 

"-//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 7.0.0 
Connector//EN" 
"http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic700-ra.dtd">
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� connector_1_0.dtd には、すべてのリソース アダプタに必要な標準 
ra.xml デプロイメント ファイルの DTD が含まれています。この DTD は
「J2EE コネクタ仕様、バージョン 1.0」の一部として保守されています。
connector_1_0.dtd で使用される要素の詳細については、この仕様 
(http://java.sun.com/j2ee/download.html#connectorspec) を参照してください。

� weblogic-ra.dtd には、WebLogic Server にデプロイする際に使用される
リソース アダプタ プロパティを定義する weblogic-ra.xml を作成するため
の DTD が含まれています。このファイルは、
http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic700-ra.dtd にあります。

注意 : ほとんどのブラウザでは、.dtd ファイルの内容は表示されません。DTD 
ファイルの内容をブラウザで見るには、リンクをテキスト ファイルとし
て保存し、テキスト エディタで開いて表示します。

Administration Console デプロイメント記
述子エディタを使用したファイルの編集

この節では、Administration Console のデプロイメント記述子エディタを使用し
て以下のリソース アダプタのデプロイメント記述子を編集する手順を説明しま
す。

� ra.xml

� weblogic-ra.xml

リソース アダプタ デプロイメント記述子の要素の詳細については、『WebLogic 
J2EE コネクタ アーキテクチャ』を参照してください。

リソース アダプタのデプロイメント記述子を編集するには、次の手順に従いま
す。

1. ブラウザで次の URL を指定して、Administration Console を起動します。

http://host:port/console

host は WebLogic Server が実行されているコンピュータ名で、port はリスン
しているポート番号を表します。
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2. 左ペインの [デプロイメント ] ノードをクリックして展開します。

3. [デプロイメント ] ノードの [コネクタ ] ノードをクリックして展開します。

4. 編集対象のデプロイメント記述子があるリソース アダプタの名前を右クリッ
クし、ドロップダウン メニューから [コネクタ記述子の編集 ] を選択しま
す。

Administration Console ウィンドウが新しいブラウザに表示されます。左側の
ペインでは、2 つのリソース アダプタのデプロイメント記述子のすべての要
素がツリー形式で表示され、右側のペインには、ra.xml ファイルの説明要
素のためのフォームがあります。

5. リソース アダプタのデプロイメント記述子の要素を編集、削除、または追加
するには、以下のリストで説明されているように、左側のペインで編集対象

のデプロイメント記述子に対応するノードをクリックして展開します。

� [RA] ノードには、ra.xml デプロイメント記述子の要素が含まれていま
す。

� [WebLogic RA] ノードには、weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の
要素が含まれています。

6. いずれかのリソース アダプタ デプロイメント記述子の既存の要素を編集す
るには、次の手順に従います。

a. 左側のペインでツリーを移動し、編集対象の要素が見つかるまで親要素
をクリックします。

b. 要素をクリックします。右側のペインに、属性または下位要素のどちら
かを表示するフォームが表示されます。

c. 右側のペインのフォームで、テキストを編集します。

d. [適用 ] をクリックします。 

7. いずれかのリソース アダプタ デプロイメント記述子の新しい要素を追加す
るには、次の手順に従います。

a. 左側のペインでツリーを移動し、作成対象の要素の名前が見つかるまで
親要素をクリックします。

b. 目的の要素を右クリックして、ドロップダウン メニューから [新しい (要
素名 ) のコンフィグレーション ] を選択します。

c. 右側のペインに表示されるフォームで、要素情報を入力します。
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d. [作成 ] をクリックします。 

8. いずれかのリソース アダプタ デプロイメント記述子の既存の要素を削除す
るには、次の手順に従います。

a. 左側のペインでツリーを移動し、削除対象の要素の名前が見つかるまで
親要素をクリックします。

b. 目的の要素を右クリックして、ドロップダウン メニューから [ (要素名 ) 
の削除 ] を選択します。

c. [はい ] をクリックすると、要素の削除が確定されます。 

9. リソース アダプタ デプロイメント記述子への変更がすべて完了したら、左
側のペインでツリーのルート要素をクリックします。ルート要素は、リソー

ス アダプタの *.rar アーカイブ ファイルの名前またはリソース アダプタの
表示名です。

10.リソース アダプタ デプロイメント記述子のエントリが有効かどうかを確認
する場合は、[検証 ] をクリックします。

11. [永続化 ] をクリックして、デプロイメント記述子ファイルの編集を、
WebLogic Server のメモリだけでなくディスクに書き込みます。

WebLogic Builder を使用したデプロイメン
ト記述の編集

WebLogic Builder は、アプリケーションのデプロイメント記述子 XML ファイル
を編集するためのビジュアルな環境を提供します。WebLogic Builder では、これ
らの XML ファイルをビジュアルに編集しながら参照できるので、テキストによ
る編集は必要ありません。 

WebLogic Builder は以下の開発作業に使用します。 

� J2EE モジュール用のデプロイメント記述子ファイルを生成する

� モジュールのデプロイメント記述子ファイルを編集する

� デプロイメント記述子ファイルを表示する
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� デプロイメント記述子ファイルをコンパイルし、検証する

� モジュールをサーバにデプロイする

WebLogic Builder の使い方については、WebLogic Builder のマニュアルを参照し
てください。

weblogic-ra.xml DTD

コード リスト 8-2   weblogic-ra.xml DTD

<!--

WebLogic Server v7.0 固有のリソース アダプタ デプロイメント記述子用の XML 
DTD

この DTD は J2EE コネクタ アーキテクチャ v1.0 リソース アダプタ デプロイメン
ト記述子 (ra.xml) に使用することが目的です。

weblogic600-ra.dtd 以降の変更の概要

 * connection-cleanup-frequency および connection-duration-time の非
推奨化。これらの要素を connection-maxidle-time に代えました。

 * connection-profiling-enabled の追加

 * security-principal-map の非推奨化。この要素に元々格納されていたパスワー
ド資格情報は WebLogic Server の内部ストレージに格納されるようになりました。
詳細については、『WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャ』を参照してください。

Copyright (c) 2002 by BEA Systems, Inc. All Rights Reserved.

-->

<!--

この DTD は、デプロイ済みリソース アダプタの接続ファクトリを定義するための 
WebLogic 固有のデプロイメント情報を定義します。この要素は、接続プール パラ
メータを始めとしてコンフィグレーション可能なすべての接続ファクトリ パラメータお
よびリソース プリンシパル マップ用のセキュリティ パラメータを指定し、 ra.xml デ
プロイメント記述子のコンフィグレーション パラメータの値を定義する機能を提供しま
す。

-->

<!--
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weblogic-connection-factory-dd 要素は WebLogic 固有のデプロイメント記述
子のルート要素で、デプロイ済みリソース アダプタ用です。

-->

<!ELEMENT weblogic-connection-factory-dd (connection-factory-name, 
description?, jndi-name, ra-link-ref?, 
native-libdir?,pool-params?, (logging-enabled, log-filename)?, 
map-config-property*, security-principal-map?)>

<!--

connection-factory-name 要素は、特定のリソース アダプタのデプロイメントお
よび対応する接続ファクトリに関連付けられる論理名を定義します。

connection-factory-name の値は、ra-link-ref 要素を介して他のデプロイ済み
リソース アダプタで使用できます。これにより、複数のデプロイ済み接続ファクトリ間
で、指定されているコンフィグレーションを共有するだけでなく、共通のデプロイ済み
リソース アダプタを利用することもできます。

この要素は必須です。

-->

<!ELEMENT connection-factory-name (#PCDATA)>

<!--

description 要素は、親要素を示すテキストの指定に使用します。description 要
素には、デプロイヤがデプロイ済みファクトリについて説明するための情報を含めます。

この要素は省略できます。

-->

<!ELEMENT description (#PCDATA)>

<!--

jndi-name 要素は、接続ファクトリ オブジェクトを WebLogic JNDI ネームスペー
スにバインドするための名前を定義します。クライアント EJB およびサーブレットも、
WebLogic 固有のデプロイメント記述子で定義されている Reference Descriptor 
要素でこの JNDI を使用します。 

この要素は必須です。

-->

<!ELEMENT jndi-name (#PCDATA)>

<!--

ra-link-ref では、複数のデプロイ済み接続ファクトリを 1 つのデプロイ済みリソー
ス アダプタに論理的に関連付けることができます。省略可能な ra-link-ref 要素に
別のデプロイ済み接続ファクトリを示す値を指定すると、新しくデプロイされる接続
ファクトリが、参照先の接続ファクトリと一緒にデプロイされたリソース アダプタを共
有します。
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また、参照先の接続ファクトリのデプロイメントで定義されているすべての値は、その
他の値が指定されていない限り、新しくデプロイされるこの接続ファクトリが継承しま
す。

この要素は省略できます。

-->

<!ELEMENT ra-link-ref (#PCDATA)>

<!--

native-libdir 要素は、このリソース アダプタ デプロイメントのすべてのネイティ
ブ ライブラリ用に使用するディレクトリの場所を示します。デプロイメント処理の一部
として、検出されたネイティブ ライブラリはすべて指定された場所にコピーされます。

管理者は、WebLogic Server の実行中にライブラリが見つかるようにプラットフォー
ムのアクションを実行する必要があります。

この要素は、ネイティブ ライブラリが存在する場合には必須です。

-->

<!ELEMENT native-libdir (#PCDATA)>

<!--

pool-params 要素は、この接続ファクトリの接続プール固有のパラメータを指定する
ための親要素です。

WebLogic は、管理対象の接続が保持するプールの動作を制御する際にこれらの指定を
使用します。

この要素は省略できます。この要素またはこの要素に固有の項目を指定しないと、デ
フォルト値が割り当てられます。指定されているデフォルト値については、それぞれの
要素の説明を参照してください。

-->

<!ELEMENT pool-params (initial-capacity?, max-capacity?, 
capacity-increment?, shrinking-enabled?, shrink-period-minutes?, 
connection-cleanup-frequency?, connection-duration-time?, 
connection-maxidle-time?, connection-profiling-enabled?)>

<!--

initial-capacity 要素は、管理対象の接続の初期数を示します。WebLogic 
Server はデプロイメント中にこの数の接続を取得しようとします。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

デフォルト値 :1

-->

<!ELEMENT initial-capacity (#PCDATA)>
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<!--

max-capacity 要素は、WebLogic Server が許容する管理対象の接続の最大数を示
します。この制限を超えて管理対象の接続の割り当てを要求すると、呼び出し側に 
ResourceAllocationException が返されます。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

デフォルト値 : 10

-->

<!ELEMENT max-capacity (#PCDATA)>

<!--

capacity-increment 要素は、管理対象の接続の追加数を示します。WebLogic 
Server は、保持している接続プールのサイズを変更する際にこの数の接続を取得しよ
うとします。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

デフォルト値 :1

-->

<!ELEMENT capacity-increment (#PCDATA)>

<!--

shrinking-enabled 要素は、接続プールがシステム リソースの管理手段として未使
用の管理対象接続を再利用するかどうかを示します。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

値の範囲 :true または false

デフォルト値 : true

-->

<!ELEMENT shrinking-enabled (#PCDATA)>

<!--

shrink-period-minutes 要素は、接続プール管理によって未使用の管理対象接続を
再利用しようとする間隔を示します。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

デフォルト値 :15
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-->

<!ELEMENT shrink-period-minutes (#PCDATA)>

<!--

connection-cleanup-frequency 要素は、接続プール管理によって設定されている
使用時間を超えた接続ハンドルを破棄しようとする間隔 (秒単位 ) を示します。この
要素は connection-duration-time と連携して、アプリケーションが使用後の接続
を閉じなかった場合に接続リークを防ぎます。

この要素は非推奨です。この要素は今後 connection-maxidle-time に代えられま
す。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

デフォルト値 :-1

-->

<!ELEMENT connection-cleanup-frequency (#PCDATA)>

<!--

connection-duration-time 要素は、接続ハンドルがアクティブな状態を続ける時
間 (秒単位 ) を示します。この要素は connection-cleanup-frequency と連携し
て、アプリケーションが使用後の接続を閉じなかった場合にリークを防ぎます。

この要素は非推奨です。この要素は今後 connection-maxidle-time に代えられま
す。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

デフォルト値 :-1

-->

<!ELEMENT connection-duration-time (#PCDATA)>

<!--

connection-maxidle-time 要素は、接続ハンドルがアクティブな状態を続ける時間 
(秒単位 ) を示します。この要素はアプリケーションが接続の使用を完了後に接続を閉
じなかった時にリークを防ぎます。アイドル接続が打ち切られるのは、接続プールが一
杯になり、そのために新しい接続要求が失敗することが確実な場合のみです。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

デフォルト値 :0

-->

<!ELEMENT connection-maxidle-time (#PCDATA)>
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<!--

connection-profiling-enabled 要素は、各接続の割り当て先のコール スタック
を接続プールに格納するか否かを示します。有効化すると、この情報をコンソールを通
じてアクティブな接続で参照できます。また、これを有効化すると、リークした接続と
アイドル接続のスタックが表示され、接続のクローズに失敗するコンポーネントをデ
バッグする上で役立ちます。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

値の範囲 :true または false

デフォルト値 :false

-->

<!ELEMENT connection-profiling-enabled (#PCDATA)>

<!--

logging-enabled 要素は、ManagedConnectionFactory または 
ManagedConnection に対してログ ライタが設定されているかどうかを示します。こ
の要素を true に設定すると、ManagedConnectionFactory または 
ManagedConnection から生成された出力は、log-filename 要素で指定したファイ
ルに送られます。

この要素は省略できます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用します。

値の範囲 :true または false

デフォルト値 :false

-->

<!ELEMENT logging-enabled (#PCDATA)>

<!--

log-filename 要素は、ManagedConnectionFactory または 
ManagedConnection から生成された出力を送るログ ファイルの名前を指定します。

ファイル名は絶対アドレスで指定する必要があります。

この要素は省略できます。

-->

<!ELEMENT log-filename (#PCDATA)>

<!--

各 map-config-property 要素は、対応する config-property-name 名を持つ 
ra.xml の config-entry 要素に対応するコンフィグレーション プロパティの名前
および値を示します。
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デプロイメント時には、map-config-property で指定されたすべての値が 
ManagedConnectionFactory で設定されます。

map-config-property を介して指定された値は、対応する ra.xml の 
config-entry 要素で指定されたデフォルト値に優先します。

この要素は省略できます。

-->

<!ELEMENT map-config-property (map-config-property-name, 
map-config-property-value)> <!ELEMENT map-config-property-name 
(#PCDATA)> <!ELEMENT map-config-property-value (#PCDATA)>

<!--

各 security-principal-map 要素は、WebLogic 実行時の既知の開始プリンシパル
に基づいて、リソース アダプタ /EIS の許可処理用のリソース プリンシパル値を定義
するためのメカニズムを提供します。

このマップにより、管理対象の接続と接続ハンドルを割り当てる際に使用される開始プ
リンシパルと対応するリソース プリンシパルのユーザ名およびパスワードのセットを指
定できます。

デフォルトのリソース プリンシパルは、このマップに基づいて接続ファクトリ用に定義
できます。initiating-principal 値に「*」を指定し、対応する 
resource-principal 値を指定した場合、マップ内で現在の ID と一致するものがな
いときには必ず定義した resource-principal が利用されます。

この要素は非推奨です。詳細については、『WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャ』
を参照してください。 

この要素は省略できますが、コンテナ管理によるサインオンがリソース アダプタでサ
ポートされており、いずれかのクライアントで使用される場合は指定する必要がありま
す。

また、デプロイ時に管理対象の接続を接続プールに取得する試みは、定義されている
「デフォルト」リソース プリンシパル (指定されている場合 ) を使用して行われます。

-->

<!ELEMENT security-principal-map (map-entry*)>

<!ELEMENT map-entry (initiating-principal+, resource-principal)>

<!ELEMENT initiating-principal (#PCDATA)>

<!ELEMENT resource-principal (resource-username, 
resource-password)>

<!ELEMENT resource-username (#PCDATA)>

<!ELEMENT resource-password (#PCDATA)>
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A weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の要素
weblogic-ra. xml の要素の階層図

以下の図は、weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の構造を示しています。
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weblogic-ra. xml の要素の階層図
図 8-1   weblogic-ra.xml の要素の階層
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A weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の要素
weblogic-ra.xml の要素の説明

weblogic-ra.xml ファイルで定義できる各要素について以下の節で説明します。

weblogic-connection-factory-dd (必須 )

WebLogic 固有のデプロイメント記述子のルート要素で、デプロイ済みリソース 
アダプタ用です。

connection-factory-name (必須 )

特定のリソース アダプタのデプロイメントおよび対応する接続ファクトリに関
連付けられる論理名を定義します。この要素の値は、ra-link-ref 要素を介し
て他のデプロイ済みリソース アダプタで使用できます。これにより、複数のデ
プロイ済み接続ファクトリ間で、指定されているコンフィグレーションを共有す

るだけでなく、共通のデプロイ済みリソース アダプタを利用することもできま
す。

description (省略可能 )

親要素について説明するテキストを指定します。この要素には、デプロイヤがデ

プロイ済みファクトリについて説明するための情報を含めます。

jndi-name (必須 )

接続ファクトリ オブジェクトを WebLogic JNDI ネームスペースにバインドする
ための名前を定義します。クライアント EJB およびサーブレットも、WebLogic 
固有のデプロイメント記述子で定義されている Reference Descriptor 要素でこの 
JNDI を使用します。
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ra-link-ref (省略可能 )

複数のデプロイ済み接続ファクトリを 1 つのデプロイ済みリソース アダプタに
論理的に関連付けることができます。省略可能な ra-link-ref 要素に別のデプ
ロイ済み接続ファクトリを示す値を指定すると、新しくデプロイされる接続ファ

クトリが、参照先の接続ファクトリと一緒にデプロイされたリソース アダプタ
を共有します。また、参照先の接続ファクトリのデプロイメントで定義されてい

るすべての値は、その他の値が指定されていない限り、新しくデプロイされるこ

の接続ファクトリが継承します。

native-libdir (ネイティブ ライブラリが存在する場合は必須 )

このリソース アダプタ デプロイメントのすべてのネイティブ ライブラリ用に使
用するディレクトリの場所を示します。デプロイメント処理の一部として、検出

されたネイティブ ライブラリはすべて指定された場所にコピーされます。管理
者は、WebLogic Server の実行中にライブラリが見つかるようにプラットフォー
ムのアクションを実行する必要があります。

pool-params (省略可能 )

この接続ファクトリの接続プール固有のパラメータを指定するための親要素で

す。WebLogic Server は、管理対象の接続が保持するプールの動作を制御する際
にこれらの指定を使用します。 

この要素またはこの要素に固有の項目を指定しないと、デフォルト値が割り当て

られます。指定されているデフォルト値については、それぞれの要素の説明を参

照してください。

initial-capacity (省略可能 )

管理対象の接続の初期数を示します。WebLogic Server はデプロイメント中にこ
の数の接続を取得しようとします。 

この値を指定しないと、WebLogic Server は定義されているデフォルト値を使用
します。

デフォルト値 : 1
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A weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の要素
max-capacity (省略可能 )

WebLogic Server が許容する管理対象接続の最大数を指定します。この制限を超
えて管理対象の接続の割り当てを要求すると、呼び出し側に 
ResourceAllocationException が返されます。

この値を指定しないと、WebLogic Server は定義されているデフォルト値を使用
します。

デフォルト値 : 10

capacity-increment (省略可能 )

管理対象の接続の最大追加数を示します。WebLogic Server は、保持している接
続プールのサイズを変更する際にこの数の接続を取得しようとします。

この値を指定しないと、WebLogic Server は定義されているデフォルト値を使用
します。

デフォルト値 : 1

shrinking-enabled (省略可能 )

接続プールがシステム リソースの管理手段として未使用の管理対象接続を再利
用するかどうかを示します。

この値を指定しないと、WebLogic Server は定義されているデフォルト値を使用
します。

値の範囲 :true または false

デフォルト値 : true

shrink-period-minutes (省略可能 )

接続プール マネージャが未使用の管理対象接続を再利用しようとする間隔を示
します。

この値を指定しないと、WebLogic Server は定義されているデフォルト値を使用
します。

デフォルト値 : 15
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connection-cleanup-frequency (省略可能 )

接続プール管理によって設定されている使用時間を超えた接続ハンドルを破棄し

ようとする間隔を示します。この要素は connection-duration-time と連携して、
アプリケーションが使用後の接続を閉じなかった場合に接続リークを防ぎます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用しま
す。

デフォルト値 : -1

注意 : connection-cleanup-frequency 要素は非推奨です。このパラメータを
現在コンフィグレーションで使用している場合、デプロイメント機能は

まだ使用することができます。しかし、これらの要素はコンフィグレー

ションに反映されません。

connection-duration-time (省略可能 )

この要素は非推奨です。接続がアクティブとなる時間を指定します。この要素は 
connection-cleanup-frequency と連携して、アプリケーションが使用後の接続を閉
じなかった場合にリークを防ぎます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用しま
す。

デフォルト値 : -1

注意 : connection-duration-time 要素は非推奨です。このパラメータを現在
コンフィグレーションで使用している場合、デプロイメント機能はまだ

使用することができます。しかし、これらの要素はコンフィグレーショ

ンに反映されません。

connection-maxidle-time (省略可能 )

接続ハンドルがアイドル状態を保つことができる時間 (単位 : 秒 ) を指定します。
この要素はアプリケーションが接続の使用を完了後に接続を閉じなかった時に

リークを防ぎます。アイドル接続が打ち切られるのは、接続プールが一杯にな

り、そのために新しい接続要求が失敗することが確実な場合のみです。

この値を指定しないと、WebLogic Server は定義されているデフォルト値を使用
します。

デフォルト値 : 0
WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャ A-19



A weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の要素
connection-profiling-enabled (省略可能 )

接続プールが各接続の割り当て先コールスタックを格納するかどうかを指定しま

す。有効化すると、この情報をコンソールを通じてアクティブな接続で参照でき

ます。また、これを有効化すると、リークした接続とアイドル接続のスタックが

表示され、接続のクローズに失敗するコンポーネントをデバッグする上で役立ち

ます。

この値を指定しないと、WebLogic は定義されているデフォルト値を使用しま
す。

値の範囲 :true または false

デフォルト値 : false

logging-enabled (省略可能 )

ManagedConnectionFactory または ManagedConnection に対してログ ライタ
が設定されているかどうかを示します。この要素を true に設定すると、
ManagedConnectionFactory または ManagedConnection から生成された出力
は、log-filename 要素で指定したファイルに送られます。

この値を指定しないと、WebLogic Server は定義されているデフォルト値を使用
します。

値の範囲 :true または false

デフォルト値 : false

log-filename (省略可能 )

ManagedConnectionFactory または ManagedConnection から生成された出力を
送るログ ファイルの名前を指定します。

ファイル名は絶対アドレスで指定する必要があります。
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map-config-property (省略可能、ゼロまたは 1 つ以上 )

対応する config-property-name 名を持つ ra.xml の config-entry 要素に対
応するコンフィグレーション プロパティの名前および値を示します。デプロイ
メント時には、map-config-property で指定されたすべての値が 
ManagedConnectionFactory で設定されます。map-config-property を介して指
定された値は、対応する ra.xml config-entry 要素で指定されたデフォルト値
に優先します。

map-config-property-name (省略可能 )

対応する config-property-name を持つ ra.xml config-entry に対応する名
前を示します。

map-config-property-value (省略可能 )

対応する config-property-name を持つ ra.xml config-entry に対応する値
を示します。

security-principal-map (省略可能 )

(この要素は非推奨です。) WebLogic 実行時の既知の initiating-principal 
に基づいて、リソース アダプタおよび EIS の許可処理用の 
resource-principal 値を定義するためのメカニズムを提供します。このマッ
プにより、管理対象の接続と接続ハンドルを割り当てる際に使用される開始プリ

ンシパルと対応するリソース プリンシパルのユーザ名およびパスワードのセッ
トを指定できます。

デフォルトの resource-principal は、このマップに基づいて接続ファクトリ
用に定義できます。initiating-principal 値に「*」を指定し、対応する 
resource-principal 値を指定した場合、マップ内で現在の ID と一致するもの
がないときには必ず定義した resource-principal が利用されます。

この要素は省略できますが、コンテナ管理によるサインオンがリソース アダプ
タでサポートされており、いずれかのクライアントで使用される場合は指定する

必要があります。

また、定義済みの「デフォルト」リソース プリンシパル (指定されている場合 ) 
を使用して、デプロイメント時に管理対象の接続を接続プールに取得するよう試

行されます。
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A weblogic-ra.xml デプロイメント記述子の要素
map-entry

security-principal-map 内のエントリを示します。

� initiating-principal (省略可能、ゼロまたは 1 つ以上 )

� resource-principal (省略可能 )  － security-principal-map を介して接続
ファクトリ向けに定義できます。initiating-principal 値に「*」を指定し、対

応する resource-principal 値を指定した場合、マップ内で現在の ID と
一致するものがないときには必ず定義した resource-principal が利用さ
れます。

� resource-username (省略可能 )  － resource-principal で示される
ユーザ名です。管理対象の接続および接続ハンドルを割り当てるときに

使用されます。

� resource-password (省略可能 )  － resource-principal で示される
パスワードです。管理対象の接続および接続ハンドルを割り当てるとき

に使用されます。
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B ト ラブルシューティング

ManagedConnectionFactory をマッピング
できない

BEA WebLogic Server は以下のメ ッセージをサーバ ログ ファ イルに書き込みま

す。

リス ト  B-1   ManagedConnectionFactory をマッピングできない

Cannot map a ManagedConnectionFactory to a Connection pool. Ensure 
that the MCF's hashcode() and equals() methods are implemented 
properly.

原因と回避策

この例外はアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト から リ ソース  アダプタへの 
getConnection() メ ソ ッ ド呼び出しの際に発生し、 以下の理由が考えられま

す。

� リモー ト  Java 仮想マシン (JVM)。 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トが リ

ソース  アダプタをホス ト している  JVM と異なる  JVM で実行している。

� ManagedConnectionFactory の実装が不適切。
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B ト ラブルシューテ ィ ング
リモート  JVM

現行仕様では、 J2EE コネクタ  アーキテクチャはリモー ト  アクセスをサポート し

ていません。 定義されているインタフェースはいずれも リモー トではな く、 構築

されたシステム規約でも  ManagedConnectionFactory と  ConnectionManager との
ローカル関係が仮定されています。

そのため、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トが リ ソース  アダプタ と同じ  Java 仮
想マシンにホス ト されるよ うにアプ リ ケーシ ョ ンをデプロイする必要があ り ま

す。

ManagedConnectionFactory の実装が不適切

WebLogic Server はリ ソース  アダプタ との接続を管理している時は、 リ ソース  ア
ダプタの ManagerConnectionFactory の hashCode() メ ソ ッ ドおよび equals() 
メ ソ ッ ドに依存します。 サーバはこれら  2 つのメ ソ ッ ドを使用して 
ManagedConnectionFactory のユニークなインスタンスを示します。 したがって、

これらのメ ソ ッ ドを ManagedConnectionFactory に実装する場合、 いくつかのこ

と を念頭に置く必要があ り ます。

ManagedConnectionFactory のインスタンスごとに、 その hashCode() メ ソ ッ ド

は ManagedConnectionFactory の有効期間全体で同じ値を返す必要があ り ます。

これは関連付けられた リ ソース  アダプタがデプロイ される時に始ま り、 アンデ

プロイ される時に終わり ます。

ManagedConnectionFactory equals() のメ ソ ッ ドは慎重に記述し、

managedConnectionFactory の異なるインスタンスを区別する必要があ り ます。

リ ソース アダプタの equals() メ ソ ッ ドで、 有効期間中に変化が可能なク ラス

またはインスタンスのデータを自由に使用するこ とができます。 変更が可能な

データを equals() メ ソ ッ ドで自由に使用できる点が  WebLogic Server 7.0 の新

機能です。 リ リース 7.0 の前は、 この操作ができませんでした。 BEA は 
WebLogic Server が、 ManagedConnectionFactory オブジェ ク ト などのオブジェク

ト を JNDI ツ リーに格納する方法を変更しました。

リ リース 7.0 の前は、 WebLogic Server はオブジェ ク ト のシ リ アライズされたコ

ピーを  JNDI ツ リーに格納していました。 た とえば、 リ ソース  アダプタがデプロ

イ される時に、 ManagedConnectionFactory オブジェ ク トのコピー全体がシ リ ア

ライズされ、 WebLogic Server JNDI ツ リーに格納されていました。 データ  メ ン
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原因と回避策
バのすべての値を含め、 そのオブジェ ク ト のその時の状態の全体がコピーされ、

格納されていました。 その後、 その リ ソース  アダプタに接続要求が送られる と、

WebLogic Server は接続要求で一緒に渡される  ManagedConnectionFactory を使用

して、 以前にデプロイ済みの ManagedConnectionFactory の割り当て先である接

続プールを見つけよ う と していました。 ManagedConnectionFactory オブジェ ク

トの状態がデプロイ時から接続要求時までの間に変化し、 その状態が equals() 
メ ソ ッ ドの動作に反映される と、 2 つのオブジェ ク ト  ( デプロイ時に JNDI ツ
リーにコピーされたオブジェク ト と、 接続要求と共に渡されるオブジェ ク ト ) は
実際には異なるオブジェ ク ト であったため、 WebLogic では接続要求が許可され

ませんでした。

WebLogic Server がオブジェ ク ト のコピーの代わりに JNDI ツ リーでオブジェ ク

トの参照を格納するため、 この問題は解消しました。 今後は、 リ ソース  アダプ

タがデプロイ される と、 その ManagedConnectionFactory オブジェク トに対する

参照だけが JNDI に格納されます。 後に、 接続要求が送られ、 WebLogicServer が
デプロイ済みの ManagedConnectionFactory オブジェ ク ト に対する格納済みの参

照を使用する と きに、 接続要求と共に現在渡されているものと同じオブジェ ク ト

が発見されます。 オブジェ ク ト の equals() メ ソ ッ ドの呼び出しはオブジェ ク ト

の現在のステート を前提と して処理し、 オブジェ ク ト の状態がデプロイ時から変

化しているかど う かは問われません。
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